
 
 

 
 

  
    

 

 

 
 

 
 

【土木測量】 
 

使用説明書 

 
ご使用の前に必ずこの「使用説

明書」をお読みの上、正しくお使

いください。 
また、本書をすぐに利用できる

ように、分かりやすいところに保

管してください。 



 
 

 
 

  
    

 

 

はじめに 
 

この度は、｢土木測量｣をお買い上げいただき誠にありがとうございます。｢土

木測量｣は、一般的な測量計算の他に、道路縦断図が作成できる他、横断図

の任意の点の3次元座標が登録出来るソフトウェアです。 
本書は、本製品の基本的な操作手順や取り扱い方法について説明していま

す。本製品の機能を十分にご活用いただくため、ご使用前に必ず本書をお読

みください。またお読みになった後は大切に保管してください。 
 

ウェストフィールド 株式会社 
 
 
           ＊＊＊ 重 要 ＊＊＊ 

 
・ このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使用、複製

することは出来ません。 
 

・ このソフトウェアは、スタンドアローン版製品については、コンピューター1
台につき 1 セット、クライアントサーバー版製品についてはサーバーコン

ピューター1 台につき 1 セット購入が原則となっています。 
 

・ このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとで

のみ使用することが出来ます。 
 

・ 大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をおとりください。 
お客様の誤操作及び本製品に異常が発生した場合、文書やデータが消

失することがあります。 
 

・ お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切そ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
 

・ 本製品の故障による障害、文書やデータの損失による損害、その他本製

品の使用により生じた損害について、当社は一切その責任を負いかねま

すので、あらかじめご了承ください。 
 

・ ソフトウェアの仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来予告

なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
 

 



 
 

 
 

  
    

 

 

本書で扱う用語および操作方法について 
本書では、Windows の標準的な用語および操作方法を使って説明して

います。Windows を使用したことのない方は、予め操作して頂くか、

あるいは「Microsoft Windows2000/XP/Vista/7 ファーストステップガ

イド」など Windows に添付されているマニュアル類を通読されること

をお奨めします。なお、Windows の標準的な用語については、巻末の

「用語の説明」をご参照願います。 
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土木測量 

 
 

<1> 
 

 

 

土土木木測測量量ににつついいてて  
土木測量は、路線計算、丁張り計算をはじめ、一般的な測量計算の他に、道

路縦断図が作成できる他、横断図の任意の 3 次元座標が登録出来ます。 
 
 

 
 



       
土木測量 

 
 

<2> 
 

 

 

ググルルーーププのの選選択択ににつついいてて  
各種の計算処理では、独立した一連の観測あるいは計算単位を１グルー

プとしてそれぞれ保存します。再度呼び出そうとするとき、保存しておいた

任意のグループ名の一覧から選択出来ます。 
 

グループを新規作成する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」内にある各測量計算ソフトウェアを選択します。 

 
 

例として「逆トラバース」を選択しています。 
「グループの選択」が可能な測量計算ソフトウェアは、以下の

ものになります。 
 逆トラバース計算 
 トラバース計算 
 水準測量計算 

  補 足    

  補 足    
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 逆幅杭計算 
 オフセット計算 
 隅切り計算 
 座標面積 
 観測手簿 

 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

 
 
 

 
④ 「グループの選択」画面を表示します。「新規作成」が選択されているこ

とを確認し、画面右側の［選択］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 「グループの登録」画面を表示します。グループ名を入力し、測定方法

を選択し、［決定］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

起動するソフトウェアによって表示する画面は異なります。ま

た、ソフトウェアによって測定方法の選択が不要な場合もあり

ます。 
 

 
⑥ ［入力］ボタンクリック時に選択していた測量計算ソフトウェアを起動し

ます。 
 

  補 足    
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保存したグループを選択し直す 
① 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」内にある各測量計算ソフトウェアを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「グループの選択」画面を表示します。前回作成したグループ名を選択

し、画面右側の［選択］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 
③ ［入力］ボタンクリック時に選択していた測量計算ソフトウェアを、前回

入力したデータが入力された状態で起動します。 
 

グループを削除する 
① 「グループの選択」画面で、削除するグループ名をクリックし、［削除］

ボタンをクリックします。 
② 削除の確認画面を表示しますので、［決定］ボタンをクリックします。 

選択したグループ名が削除されます。 
 

グループ名を変更する 
① 「グループの選択」画面で、変更するグループ名をクリックし、［名前の

変更］ボタンをクリックします。 
② 「グループ名の変更」画面で、変更するグループ名を入力し、［決定］ボ

タンをクリックします。グループ名が変更されます。 
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点点名名一一覧覧ににつついいてて  
各測量計算のデータ入力画面では、すでに作成済みの座標を選択する際、

「点名選択ボタン」をクリックすることで、登録済みの座標を一覧表示する画

面から、選択することが出来ます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

［点名選択ボタン］をクリックすると、 
「点名選択」画面を表示します。 

設定したい点名を選択し、［選択］ボタン

をクリックすると、データ入力画面に選択

した点が表示されます。 
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測量計算に利用する測点を選択する 
① 「点名選択」画面から、測量計算に利用する測点を選択します。 

 
② 画面下部の［選択］ボタンをクリックします。 
 

測点をダブルクリックすることで、選択することも出来ます。 
 
 

表示内容を並べ替える 
① 「点名選択」画面のメニューから、「編集」＞「並べ替え」を選択します。 

 
 

② 「並べ替え」画面を表示します。 

 
 

③ 並べ替えの条件を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

④ 「点名選択」画面の表示順を並べ替えの条件設定通りに変更します。 
 
 

  補 足    
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測点を検索する 
① 「点名選択」画面のメニューから、「編集」＞「検索」を選択します。 

 
 

② 「検索」画面を表示します。 

 
 

③ 検索対象を「点番」「点名」から選択し、検索文字を画面下部の入力枠

に入力し、［次を検索］ボタンをクリックします。 
 

④ 「点名選択」画面に戻ります。画面には検索条件で見つかった測点が表

示されます。 
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印印刷刷ププレレビビュューーににつついいてて  
書類の印刷イメージを、印刷プレビューで確認することが出来ます。 

 

１．プレビュー画面を表示する 
① 各測量計算ソフトウェアのデータ入力画面にて、メニューから「ファイ

ル」＞「印刷プレビュー」を選択します。 
 
 
 
 
 
 

 

 
② 「印刷プレビュー」画面を表示します。 
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プレビュー表示を拡大する 
① 「印刷プレビュ―」画面右側の［拡大］ボタンをクリックします。または、

メニューから「表示」＞「拡大」を選択します。 
 

プレビュー表示を縮小する 
① 「印刷プレビュ―」画面右側の［縮小］ボタンをクリックします。または、

メニューから「表示」＞「縮小」を選択します。 
 

前頁を表示する 
① 「印刷プレビュ―」画面右側の［前頁］ボタンをクリックします。または、

メニューから「表示」＞「前頁」を選択します。 
 

次頁を表示する 
① 「印刷プレビュ―」画面右側の［次頁］ボタンをクリックします。または、

メニューから「表示」＞「次頁」を選択します。 
 

印刷設定を変更する 
① 「印刷プレビュ―」画面右側の［印刷設定］ボタンをクリックします。また

は、メニューから「ファイル」＞「印刷設定」を選択します。 
「印刷メニュー」画面を表示します。 

 
② 印刷設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 

印刷設定がプレビュー表示に反映されます。 
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印刷する 
① 「印刷プレビュ―」画面右側の［印刷］ボタンをクリックします。または、

メニューから「ファイル」＞「印刷」を選択します。 
「印刷」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 印刷範囲を設定し、［印刷］ボタンをクリックします。 
印刷を開始します。 
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ＣＣＳＳＶＶ形形式式ののフファァイイルル出出力力ににつついいてて  
一覧表で表示されているデータを CSV ファイル形式（データを項目ごとに

カンマで区切って羅列するファイル形式）のファイルで出力することが出来

ます。 
 

１．ＣＳＶファイルを出力する 
① 各測量計算ソフトウェアのデータ入力画面にて、メニューから「ファイ

ル」＞「CSV 形式出力」を選択します。 

 
 

「CSV 出力－ファイル選択」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
② 保存する場所とファイル名を指定して、［保存］ボタンをクリックします。 
 
③ CSV ファイルを保存先に作成します。画面は元のデータ入力画面に戻

ります。 
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ＩＩＰＰ法法線線形形計計算算  
線形の起点（BP)，折れ点（IP）、終点（EP）の座標を入力することにより、任

意の測点の座標を計算します。また各 IP に対応するカーブ要素（回転半

径 R、折れ角 IA 等）を入力すると、縦断図でカーブに対する測点、カーブ要

素を入力していなくても、カーブの測点を自動発生させ、縦断図に反映しま

す。 
 
BP、IP、EP の座標は設計書と共に発注者より提供されます。もしこれら

の座標が提供されていない場合、片押し法計算により座標計算を行いま

す。 
 
逆トラバース計算等他の主な測量計算を行うには、IP 法計算か片押し法

線形計算で先に座標計算しておく必要があります。 
 
 

１．ＩＰ法線形計算の操作の流れ 
 
 

表示切り替え 

計算 

ＢＰ，ＩＰ１・・ＥＰの座標入力 

図表示 印刷 

ＩＰ法線形計算 

計算結果表示 

平面図の表示 平面図の印刷 

終了 
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２．ＩＰ法線形計算を起動する 
縦横断図ウィザードから起動する 

④ 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

⑤ 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「縦横断ウィザード」をクリックします。 

 
 

⑥ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

⑦ 「縦横断ウィザード」が起動します。 
 
 

 
 
 

  補 足    
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⑧ 「IP 法線形計算」を行う際には、事前に工事路線の測点情報を入力す

る必要があります。「No.測点自動生成」を起動し、測点情報を入力して

ください。 
 

 「縦横断図ウィザード」の操作方法については、P24「縦

横断ウィザード」をご参照ください。 
 
 

⑨ 「No.測点自動生成」の終了後、「縦横断図ウィザード」画面左側の「カー

ブ入力」を選択すると、画面右側が「カーブ入力」起動画面に切り替わり

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「縦横断図ウィザード」画面左側で「No.測点自動生成」操作

終了後、画面下部の［次へ］ボタンをクリックしても、「カーブ入

力」起動画面に切り替えることが出来ます。 
 

⑩ カーブ入力の方法は、「IP 法」を選択し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 
 

⑪ 「IP 法線形計算」が起動します。 
 

 
 

 
 
 
 

 

  補 足    

  補 足    
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ＩＰ法線形計算から単体起動する 
※ 「IP 法線形計算」を行う際には、事前に工事路線の測点情報を入力する必要があり

ます。「設計書入力」－「縦断図」を起動し、測点情報を入力してください。 
 

① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「IP 法線形計算」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

④ 「線形計算（IP 法）」画面を起動します。 
 

  補 足    
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３．ＢＰ座標を入力する 
① 「線形計算（IP 法）」画面で、BP の X 座標，Y 座標を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 

４．ＩＰ座標・曲線情報を入力する 
① 「線形計算（IP 法）」画面で、IP1 の X 座標，Y 座標を入力します。 

IP1の入力を行うと、空の行を1行挿入しますので、IP2、IP3と入力を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 
② すべての IP 座標を入力します。 

 
 一度入力したセルの値をクリアするには、「0」を入力し

ます。 
 各曲線要素を入力するか否かは、曲線種別によって次

のように決まっています。 
 

曲線種別 A1 R A2 横断方向角 
単 曲 線         － ○ － － 

クロソイド基本型 ○ ○ ○ － 
クロソイド凸型         ○ － ○ － 

クロソイド－円型 ○ ○ － － 
円－クロソイド型 － ○ ○ － 
クロソイドＡ型         ○ － － － 
クロソイドＢ型         － － ○ － 

直 線 変 化 点 － － － ○ 

  補 足    
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測点名が重複登録されている場合 
IP情報入力時（IP名セルでキーボードの［Enter］キーを押したとき）に「重

複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示されま

す。使用する測点を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 
 

入力した測点名称を変更する場合は、「線形計算（IP 法）」画

面に戻り、測点名称を変更してください。 
 

 

 

    直線変化点で横断方向角を指定する場合 

通常直線変化点の横断方向角が「0 度」の場合、横断面は、IA を二分した

方向に取られますが、横断方向の角度を指定する場合に次の操作を行い

ます。 
 
① 曲線要素A2 の列のセルでキーボードの［Enter］キー、または曲線種別

の列の直線変化点セルをクリックします。 
「横断方向角」画面を表示します。 

 
②  横断方向の角度を入力し、［OK］ボタンをクリックします。   

  補 足    



       
土木測量 

 

<18> 
 

 

 

ＩＰ名称入力行を挿入する 
① 「線形計算（IP 法）」画面で、挿入する IP 名をクリックします。 

セルの色が黄色に変わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 画面下部にある［行挿入］ボタンをクリックします。 
選択した行の上に新しい行が挿入されます。 

 

 

 

ＩＰ名称入力行を削除する 
① 「線形計算（IP 法）」画面で、 削除する IP 名をクリックします。 

セルの色が黄色に変わります。 

 

 

 

 

 
② ［行削除］ボタンをクリックします。 

確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

③ 選択した行を削除します。 
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５．ＥＰ座標を入力する 
① IP 情報の入力終了後、EP の X 座標，Y 座標を入力します。 
② 各データの入力後、［計算］ボタンをクリックします。 

計算完了のメッセージが表示され、座標データが更新されます。 

 
 
計算が正常に行われない場合、メッセージを表示します。メッ

セージの表示に従い再入力します。 
 

６．計算結果を表示する 
結果を表示する 

① 「線形計算（IP 法）」画面右上の［表示切替え］ボタンをクリックします。 
座標データの一覧表を表示します。 

 
  
② もう一度［表示切替え］ボタンをクリックします。 

IP 情報入力画面に戻ります。 

 

  補 足    
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計算結果の図を表示する 
① 「線形計算（IP 法）」画面下部にある［図表示］ボタンをクリックします。

計算結果の平面図を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
７．印刷する 

ＩＰ入力情報一覧表を印刷する 
① 「線形計算（IP法）」画面右上の［表示切替え］ボタンをクリックします。座

標データの一覧表を表示します。 
 

② 「座標データの一覧表」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 
座標データの一覧表を印刷します。 
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計算結果の図を印刷する 
① 「線形計算（IP 法）」画面下部にある［図表示］ボタンをクリックします。

計算結果の平面図を表示します。 
 

② 計算結果の平面図が表示されている画面の［印刷］ボタンをクリックしま

す。「印刷設定（印刷メニュー）」画面を表示します。 

 
   
③ 印刷設定を行い、［印刷開始］ボタンをクリックします。 

計算結果の平面図を印刷します。 
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８．ＩＰ法線形計算を終了する 

① 「線形計算（IP 法）」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

③ IP法線形計算の起動が2回目以降の場合、「終了確認」画面は以下の

画面になります。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

④ 「印刷メニュー」画面を表示します。各設定を行い、［OK］ボタンをクリッ

クします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
  補 足    
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⑤ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータを基に

した、帳票を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
IP 法線形計算は、［入力］ボタンから起動したインデックスに、

入力したデータを上書き保存します。保存したデータを修正

する場合は、再度「IP 法線形計算」を選択し、［入力］ボタンか

ら起動してください。 
 

  補 足    
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縦縦横横断断図図ウウィィザザーードド  
縦横断図ウィザードは、面倒な測点入力・線形計算・縦断図作成を一連

の流れに沿って入力するためのプログラムです。 
処理ガイダンスにしたがって入力を行うか、画面左の処理名をクリックし

入力を行ないます。 
縦横断図ウィザードで入力を行う場合、次の図面が必要となります。前

もって準備してください。 
 
① 縦断図 
② 横断図 
③  曲線一覧（IP 点座標の分かる図面が望ましい。） 
 
 

１．縦横断図ウィザードの操作の流れ 
 

No.測点自動生成 

カーブ入力 

縦 断 

横 断 

縦横断図ウィザード 

終 了 
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２．縦横断図ウィザードを起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「縦横断ウィザード」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

④ 「縦横断ウィザード」が起動します。 
 
 

  補 足    
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<26> 
 

 

 

３．N o.測点自動生成を起動する 
① 「縦横断図ウィザード」画面の下部にある［次へ］ボタンをクリックしま

す。 
画面右側が「No.測点自動生成」起動画面に切り替わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

縦横断図ウィザード画面左側の［No.測点自動生成］をクリッ

クしても、画面を切り替えることが出来ます。 
 
 
② 測点登録の入力方法を「追加距離」で入力するか、「単距離」ごとに入力

するか選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 
③ 「路線情報登録」画面を表示します。測点の冠名、工事起点の測点名、

路線の起点から工事起点までの追加距離、路線長、測点間距離、標準

横断勾配、標準幅員を設定し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

標準横断勾配、標準幅員には、工事路線の中で最も多い横

断勾配、幅員を入力します。ここに入力した横断勾配や幅員

と実際が異なる場合は、縦断図、横断図で変更出来ます。 
 

  補 足    

  補 足    
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<27> 
 

 

 

④ 「路線情報登録」画面で入力した情報を基に、「測点登録」画面を表示し

ます。 

 
 

「縦横断図ウィザード」画面で、「追加距離」「単距離」のど

ちらを選択したかによって、「追加距離」欄、「単距離」欄の

入力可否が変わります。 
 
 

測点を作成する 
① 「測点登録」画面の「測点名」一覧から、測点を登録したい位置を選択し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 画面右側の［行挿入］ボタンをクリックすると、選択した行に、空白行を

追加します。 
 
 
 
 
 

  補 足    



       
土木測量 

 

<28> 
 

 

 

③ 空白行に測点名、単距離（追加距離）、地盤高を入力します。 
 

 
 
 

測点を削除する 
① 「測点登録」画面の「測点名」一覧から、測点を削除したい位置を選択し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 画面右側の［測点削除］ボタンをクリックすると、確認メッセージを表示し

ます。［はい］ボタンをクリックします。 

 
③ 選択した行が、「測点登録」画面から削除されます。 

 

 



       
土木測量 

 

<29> 
 

 

 

測点を自動作成する 
① 「測点登録」画面の右側にある［ピッチ割］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「ピッチ割り」画面を表示します。ピッチ割を行いたい起点測点と、終点

測点を選択し、ピッチ距離を入力し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「測点登録」画面に戻り、設定したピッチで測点を自動作成し、表示しま

す。 
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地盤高を入力する 
① 「測点登録」画面の「地盤高」欄に、各測点の地盤高を入力します。 
 

路線のセンターの地盤高を入力してください。ここで入力

した地盤高は、縦断図など他のソフトウェアに利用しま

す。 
 
 

No.測点自動生成を終了する 
① 「測点登録」画面の右下にある［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「縦横断図ウィザード」画面に戻ります。 

 

  補 足    
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<31> 
 

 

 

４．カーブ入力を起動する 
① 「縦横断図ウィザード」画面左側の「カーブ入力」を選択すると、画面右側

が「カーブ入力」起動画面に切り替わります。 
 

「縦横断図ウィザード」画面左側で「No.測点自動生成」操作

終了後、画面下部の［次へ］ボタンをクリックしても、横断図を

起動することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

②  カーブ入力の方法を、「IP 法」か、「片押し法」か選択し、［次へ］ボタ

ンをクリックします。 
 

 IP 座標が分かっている場合は、「IP 法」を選択してくださ

い。 
 
 

③  選択したカーブ入力方法のソフトウェアが起動します。 
 

 「IP法線形計算」の操作方法については、P12「IP法線形

計算」をご参照ください。 
 「片押し法線形計算」の操作方法については、P103「片押

し法線形計算」をご参照ください。 
 
 

 

  補 足    

  補 足    

  補 足    
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５．縦断を起動する 
① 「縦横断図ウィザード」画面左側の「縦断」を選択すると、設計書縦断図が

起動します。 
 

「縦横断図ウィザード」画面左側で「カーブ入力」操作終了後、

画面下部の［次へ］ボタンをクリックしても、横断図を起動する

ことが出来ます。 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

「設計書縦断図」の操作方法については、別紙「設計書」操作

マニュアルをご参照ください。 
 
 
 

  補 足    

  補 足    
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６．横断を起動する 
① 「縦横断図ウィザード」画面左側の「横断」を選択すると、設計書横断図が

起動します。 
 

「縦横断図ウィザード」画面左側で「縦断図」操作終了後、画

面下部の［次へ］ボタンをクリックしても、横断図を起動するこ

とが出来ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「設計書横断図」の操作方法については、別紙「設計書」操作

マニュアルをご参照ください。 
 

  補 足    

  補 足    
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<34> 
 

 

 

７．縦横断図ウィザードを終了する 
横断の入力が終了すると、縦横断ウィザードでの入力は全て終了です。 
縦横断ウィザードを終了します。 

 
① 「縦横断図ウィザード」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 土木BOOK に戻ります。 
 

 土木 BOOK の「縦横断ウィザード」には、プレビューを

表示しません。 
 「縦横断ウィザード」で作成したデータは、土木 BOOK

の以下ソフトウェアを選択し、［入力］ボタンをクリックす

ることで、ウィザードでは無く、単体で起動出来ます。 
 「土木測量」＞「IP 法線形計算」 
 「土木測量」＞「片押法線形計算」 
 「設計書入力」＞「縦断図」 
 「設計書入力」＞「横断図」 

 

  補 足    
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トトララババーースス計計算算  
トラバース計算はトランシットの観測結果（水平角、斜距離、鉛直角） 
を入力して観測した地点（観測点）の座標を求める計算です。 
 
観測点の座標を計算するにはトランシットが置いてある場所（器械点）とトラ

ンシットで最初に観測する基準となる点（後視点）の座標（または方向角）を

入力する必要があります。したがってこの２点は座標（または方向）が既知

の測点にします。 
 
 

 

観測点 

後視点 
機械高 

斜距離 

水平距離 水平角 

鉛直角 

機械点 
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１．トラバース計算の操作の流れ 
 

 

観測点の 
挿入・削除 

グループ名の指定 

図表示 印刷 

トラバース計算 

計算結果の表示 

平面図の表示 

平面図の印刷 

機械点、後視点座標入力 

観測点の座標入力（複数点）

計算 行挿入・削除 

計算結果の印刷 

終了 

印刷 
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２．トラバース計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「トラバース」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

 
 
 
 

  補 足    
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④ 「トラバース（グループの選択）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
すでに「トラバース」データ作成済みの場合は、グループ名を

複数表示します。 
 

⑤ 「トラバース」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作成）」の

ものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

作成済みの「トラバース」データを修正する場合は、作成済み

のグループ名を選択して［選択］ボタンをクリックします。 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成するトラバースデー

タの名称を「グループ名」欄に入力し、トラバースの測定方法を選択し、

［決定］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

 
⑦ 「トラバース」データ入力画面を表示します。 

 

  補 足    

  補 足    
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３．器械点を入力する 

 
① 「トラバース」データ入力画面に器械点名を入力します。 
② 器械点の X 座標、Y 座標を入力します。 
③ キーボードの［Enter］キーを押下すると、次の入力対象に移動しま

す。 
 

器械点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を

表示します。 
 
 

測点が重複登録されている場合 
器械点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押したとき）

に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示

されます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 
入力した器械点名称を変更する場合は、「トラバース」データ

入力画面に戻り、器械点名称を変更してください。 
 
 

  補 足    

  補 足    
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４．後視点を入力する 

 
① 「トラバース」データ入力画面に後視点名を入力します。 
② 後視点の座標（X、Y）、または方向角を入力します。 

 
後視点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を

表示します。 
 
 

測点が重複登録されている場合 
後視点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押したとき）

に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示

されます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 
入力した後視点名称を変更する場合は、「トラバース」データ

入力画面に戻り、後視点名称を変更してください。 
 

 

  補 足    

  補 足    
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<41> 
 

 

 

５．観測結果を入力する 

 
 
① 「トラバース」データ入力画面の下部にある表に移動して、前視したとき

の観測結果である測点名，挟角（水平角），斜距離を入力します。 
 

・鉛直角，器械高，目標高はなにも入力せずにキーボードの

［Enter］キーを押下すると、自動的にそれぞれの値を、

90 ﾟ 00’00”，1.000，1.000 として計算します。 
・二次元（平面）の場合は、斜距離を水平距離として鉛直角の

入力を行いません。（空白でキーボードの［Enter］キーを

押す。） 
 
 

測点が重複登録されている場合 
観測結果の測点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押し

たとき）に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべ

て表示されます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてく

ださい。 

 
入力した測点名称を変更する場合は、「トラバース」データ入

力画面に戻り、測点名称を変更してください。 
 

 
 

  補 足    

  補 足    
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観測点を挿入する 
① 「トラバース」データ入力画面のデータ入力欄で、挿入する場所の観測点

名を選択します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
②［行挿入］ボタンをクリックします。 

選択した観測点の行の上に新しい行が挿入されます。 

 

 

観測点を削除する 
① 「トラバース」データ入力画面のデータ入力欄で、削除する場所の観測点

名を選択します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
② ［行削除］ボタンをクリックします。 
 

確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
③ 選択した行の測点を削除します。 
 



       
土木測量 

 

<43> 
 

 

 

６．トラバースの計算 
① 「トラバース」データ入力画面で観測結果の入力後、画面下部にある［計

算］ボタンをクリックします。 
各測点の XYZ 座標が計算され、その結果を表示します。 

 

計算結果の図を表示する 
①  「トラバース」データ入力画面の画面下部にある［図表示］ボタンをクリッ

クします。 
計算結果の図を以下のように表示します。 

 



       
土木測量 
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７．観測手簿データをトラバース計算に取込む 
観測手簿データが入力済みである場合、観測手簿データの自動取込みを

行えます。 

取込み方法 
① 「トラバース（グループの選択）」画面で、画面右側にある［観測手簿］ボ

タンをクリックします。 

 
 

観測手簿でデータ入力を行っていない場合、［観測手簿］をク

リックすることは出来ません。 
 

② 観測手簿のグループ選択画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 取込むグループ名を選択し、［選択］ボタンをクリックします。 

④ 観測手簿データの取込みを開始します。 

⑤ 「トラバース（グループの選択）」画面に戻ります。取込んだグループ名

が画面に表示されますので、選択して［選択］ボタンをクリックします。 

 

  補 足    
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８．印刷する 
計算結果の図を印刷する 

① 「座標データ入力」画面の［図表示］ボタンをクリックします。 
「計算結果の図表示」画面を以下のように表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 「計算結果の図表示」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

「印刷設定」画面を表示します。 

 
                               
③ 印刷設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 

計算結果の図を印刷します。 
      

座標データ一覧表を印刷する 
① 「座標データ入力」画面の下部にある［印刷］ボタンをクリックします。座

標データの表を印刷します。 
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９．トラバース計算を終了する 
① 「トラバース」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「トラバース（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、トラバースデータがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
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④ 作成する書類の印刷設定を行う「印刷メニュー」画面を表示します。各

設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 

⑤ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータを基に

した、帳票を表示します。 

 
 

  補 足    
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逆逆トトララババーースス計計算算  
逆トラバース計算は、2 既知点（機械点、後視点）の座標値より、任意の座標値

を持つ点（視準点）を復元する為のデータ（水平角、水平距離）を算出するソフト

ウェアです。 
 
 

 

 

視準点 

後視点 

機械高 

水平距離 

水平角 

機械点 
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１．逆トラバース計算の操作の流れ 

 
 

グループ名の指定 

図表示 印刷 

逆トラバース計算 

計算結果の表示 

平面図の表示 

平面図の印刷 

機械点、後視点座標入力 

観測点の座標入力（複数可）

計算 行挿入・削除 

計算結果の印刷 

印刷 

取り込み範囲 
取り込み開始 

視準点の 
挿入・削除 

機械点からの距
離を指定して視
準点を登録済み
の測点から取り
込みます 

終了 
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２．逆トラバース計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「逆トラバース」を選択します。 

 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

 
 
 

④ 「逆計算（グループの選択）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すでに「逆トラバース」データ作成済みの場合は、グループ名

を複数表示します。 

  補 足    

  補 足    
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⑤ 「逆トラバース」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作成）」

のものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

 ある器械点に対し一度に複数の視準点を設定出来ます

ので、これらを 1 グループとして扱い、データ保存しま

す。 
 作成済みの「逆トラバース」データを修正する場合は、

作成済みのグループ名を選択して［選択］ボタンをクリッ

クします。 
 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成する逆トラバースデ

ータの名称を「グループ名」欄に入力し、［決定］ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「逆トラバース」の「測定方法」欄は、「放射トラバース」が選択

状態となります。 
 
 
 

⑦ 「逆トラバース」データ入力画面を表示します。 
 
 
 

 
 

  補 足    

  補 足    
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<52> 
 

 

 

３．器械点を入力する 

 
 

① 器械点名を入力します。 
② 器械点の X 座標，Y 座標を入力します。 
 

器械点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を

表示します。 
 

測点が重複登録されている場合 
器械点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押したとき）

に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示

されます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 
入力した器械点名称を変更する場合は、「逆トラバース」デー

タ入力画面に戻り、器械点名称を変更してください。 
 

４．後視点を入力する 
① 後視点名を入力します。 
② 後視点の X 座標，Y 座標を入力します。 

 

後視点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を

表示します。 
 

測点が重複登録されている場合 
後視点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押したとき）

に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示

されます。点名を別の名前に変更するか、次の操作で使用する測点を選

びます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 

  補 足    

  補 足    

  補 足    
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５．視準点を入力する 

 
 

通常、後視点を入力すると、器械点からの視準範囲内で、自動的に視準点

を表示します。表示されない場合は、次の操作を行います。 
 
① 視準点を入力します。 
② 視準点の X 座標、Y 座標を入力します。 

 

測点が重複登録されている場合 
視準点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押したとき）

に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示

されます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

   
入力した器械点名称を変更する場合は、「逆トラバース」デー

タ入力画面に戻り、器械点名称を変更してください。 
 

 
 

取込み範囲（視準範囲）を指定して測点を取込む 
① 「グループ名」欄の右にある、「取込み範囲」欄の入力枠に、器械点か

らの視準範囲を入力し、［取込み開始］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

② 登録されている視準点の中から、取込み範囲内の測点を全て「視準点

入力」欄に表示します。 

  補 足    
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視準点を挿入する 
① 「逆計算」画面で、挿入する行の視準点名を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②［行挿入］ボタンをクリックします。 

選択した視準点の行の上に新しい行が挿入されます。 
 
 
 
 
 

視準点を削除する 
① 「逆計算」画面で、削除する行の視準点名を選択し、［行削除］ボタンを

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
③ 選択した行の視準点を削除します。 
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６．逆トラバース計算を実行する 
① 視準点座標の入力後、「逆計算」画面の下部にある［計算］ボタンをクリ

ックします。 
各視準点の水平角，水平距離が計算され、表示されます。 

 

７．計算結果の図を表示する 
① 「逆計算」画面の下部にある［図表示］ボタンをクリックします。 

「逆計算（図表示）」画面を表示します。 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

８．計算結果の図の縮尺・表示位置を変更する 
縮尺を変更するには 

①「逆計算（図表示）」画面の右上にある「縮尺」欄に変更する縮尺値を入力

して、キーボードの［Enter］キーを押下します。 
変更された縮尺で計算結果を図表示します。 

 

表示位置を変更するには 
①［表示の中心］のXとYの入力ボックスに、中心に表示する座標値を入力

してキーボードの［Enter］キーを押します。 
指定した座標を中心として、計算結果を図表示します。 

 
図の中の任意点をクリックすることによっても、その点を中心

として、計算結果を図表示します。 
  補 足    
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９．計算結果の図アイテムの表示／非表示設定を行う 
「逆計算（図表示）」画面に表示する平面図から、測点名やトンボの表示／

非表示を設定することが出来ます。 
設定は、「逆計算（図表示）」画面右上の「○○表示」チェック部分で行いま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測点名の表示／非表示の切替えを行う  
通常の状態では、測点名及びトンボのチェックボックスにチェックマークが

入っており（  ）、測点名およびトンボが表示されています。 
 
 

測点名の表示から非表示への切替えを行う  
① 表示状態からチェックボックスをクリックします。 

チェックマークが消え（  ）、測点名は非表示となります。 
 

測点名の非表示から表示への切替えを行う  
① 非表示状態からチェックボックスをクリックします。 

チェックマークが表示され（  ）、測点名を表示します。 
 

トンボの表示から非表示への切替えを行う 
① 表示状態からチェックボックスをクリックします。 

チェックマークが消え（  ）、トンボは非表示となります。 
 

トンボ非表示から表示への切替えを行う 
① 非表示状態からチェックボックスをクリックします。 

チェックマークが表示され（  ）、トンボを表示します。 
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１０．印刷 
計算結果の図を印刷する 

① 「座標データ入力」画面の［図表示］ボタンをクリックします。 
「逆計算（図表示）」画面を表示します。 

 
② 「逆計算（図表示）」画面の右下にある［印刷］ボタンをクリックします。

「印刷設定」画面を表示します。 

 
  
③ 印刷設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 

計算結果の図を印刷します。 

「座標データ入力」画面の「印刷」欄にチェックのある測点の

みを、印刷することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 

座標データ一覧表を印刷する 
① 「座標データ入力」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

座標データの表を印刷します。 
 

  補 足    
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１１．逆トラバース計算を終了する 
① 「逆計算」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 
 

③ 「逆計算（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、逆トラバースデータがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
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④ 作成する書類の印刷設定を行う「印刷メニュー」画面を表示します。各

設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 
 

⑤ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータを基に

した、帳票を表示します。 

 
 

  補 足    
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幅幅杭杭計計算算  
幅杭計算は、縦断のセンター点から路側方向に指定した距離の点の座標

値を計算するソフトウェアです。座標は、左右に 3 点ずつ計算することが出

来ます。 
路線のデータは縦断情報データを使用します。 
 

 
１．幅杭計算の流れ 

 

幅杭計算 

縦断情報データの選択 

ピッチ割り入力 

幅杭情報の入力 

印 刷 

終 了 
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２．幅杭計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「幅杭計算」をクリックします。 

 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

 
 
 

④ 「幅杭計算」が起動します。 
 
 
 

  補 足    
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３．縦断データを幅杭計算に利用する 
縦断図で入力した測点を読み込んで、新たに幅杭計算データとして使用す

ることが出来ます。 

① 「幅杭計算システム」画面のメニューから「編集」＞「平面情報リンク」を

選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（または画面右上の［平面情報］ボタンをクリックします。） 
 

② 「幅杭計算システム（縦断測点取り込み）」画面を表示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
② リンクする測点を選択します。 

縦断測点のすべてをリンクする場合は、［すべて選択］ボタン

をクリックします。 

③  「距離一括設定」欄に、左右の距離を入力します。 

必ずしも、ここで距離を入力する必要はありません。 
「幅杭計算システム」画面または「距離一括入力」画面でも設

定出来ます。 

④  ［リンク開始］ボタンをクリックします。 

選択した測点のリンクを開始します。 

  補 足    

  補 足    
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４．ピッチ割りを行う 
ピッチ割りとは、指定範囲に等間隔（ピッチ）で測点を自動発生させるため

の機能です。但し、ピッチ割りした距離に既存の測点が存在する場合は、ピ

ッチ割りした測点は追加されません。 
 
① 「幅杭計算システム」画面の「測点名一覧」枠から、ピッチ割りを行う範

囲を複数行指定します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
ピッチ割りの開始行に測点情報が入力されていなかった場合

は、ピッチ割りを行うことは出来ません。 
 
 

② 画面右側の［ピッチ割り］ボタンをクリックします。 
「幅杭計算システム－ピッチ割り」画面を表示します。 

 

 

 

 

 
 
③ ピッチを入力し、［OK］ボタンをクリックします。 

指定した範囲に、入力した距離でピッチ割りされます。 

 

 

 

 

 

ピッチ割りした測点名は自動で付加されますが、任意の名前

に変更することが出来ます。 
  補 足    

  補 足    
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５．距離を一括入力する 
左側または右側の距離を、指定した測点に一括入力することが出来ます。 
 
① 「幅杭計算システム」画面の「測点名一覧」枠から、一括入力を行う範囲

を複数行指定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 画面右側の［距離一括］ボタンをクリックします。 
「距離一括入力」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 左右の幅杭の距離を選択し、［実行］ボタンをクリックします。 
指定した範囲に幅杭距離が設定されます。 

 
 
 
 
 

距離一括入力画面で選択範囲を変更することが出来ます。

選択範囲のリストから測点を選択してください。 
補 足
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６．幅杭データを入力する 
 
① 「幅杭計算システム」画面のメニューから、「表示」＞「表示内容」＞「入

力欄のみ」を選択します。 
データの入力画面には、「測点名」「区間距離」「追加距離」「距離 左 1～3」

「距離 右1～3」を表示します。 

   
②  次の説明に従って、データを入力します。 
 

測点名 測点名を入力すると、区間距離と追加距離が自動計算し

て「区間距離」欄と「追加距離」欄に表示します。 
但し、追加距離の並び順に入力する必要があります。 

左距離 路線のセンターから左側の距離をそれぞれ 3 点入力す

ることが出来ます。 
右距離 路線のセンターから右側の距離をそれぞれ 3 点入力す

ることが出来ます。 
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７．幅杭計算を行う 
① 「幅杭計算システム」画面に距離データの入力後、画面下部の［計算］ボ

タンをクリックします。 

 
 

② 入力距離ごとに座標値が計算されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
画面右上にある「距離の扱い」コンボボックスの指定により計

算結果が異なります。 

 
センターからの距離･･･距離をセンターからのものとして計

算します。 
路肩からの距離･･････距離を路肩からのものとして計算し

ます。 

  補 足    
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８．計算結果を表示する 
① 「幅杭計算システム」画面のメニューから「表示」＞「表示内容」の中か

ら「左データ」、「右データ」、「全データ」のいずれかを選択します。 
 
 
 
 
 

選択したメニューにしたがって、計算結果がそれぞれ次のように表示され

ます。 

左データ 測点名、センター測点座標、左側の入力項目と求点座

標を表示します。 
右データ 測点名、センター測点座標、右側の入力項目と求点座

標を表示します。 
全データ 全ての項目を表示します。 

 
 

９．計算結果を図表示する 
① 幅杭計算実行後、「幅杭計算システム」画面の下部にある［図表示］ボタ

ンをクリックします。 
 

② 計算結果が図表示されます。 
 

 

 

幅杭（左） 
幅杭（右） 
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１０．幅杭測点を挿入する 
① 「幅杭計算システム」画面で挿入する場所の測点名を選択し、画面下

部にある［行挿入］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 
② 選択した行の上に新しい行が挿入されます。 

 

 

 

 

 
   

１１．幅杭測点を削除する 
①「幅杭計算システム」画面で削除する場所の測点名を選択し、画面下部

にある［行削除］ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 
②確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

 
③選択行が削除されます。 
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１２．印刷する 
①「幅杭計算システム」画面の右下にある［印刷］ボタンをクリックします。 

「印刷設定」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 選択項目から、帳票に出力したい項目の選択肢を選択し、［OK］ボタン

をクリックします。 

初回起動時には、入力された項目のみが選択されています。 
次回の起動時には、前回印刷したときの情報が選択されます。 
 

③ 印刷を開始します。 

 



       
土木測量 

 

<70> 
 

 

 

１３．幅杭計算を終了する 
① 「幅杭計算システム」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「幅杭計算システム－印刷設定」画面を表示します。 
選択項目から、帳票に出力したい項目の選択肢を選択し、［OK］ボタン

をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



       
土木測量 

 

<71> 
 

 

 

④ 「CAD ファイル作成」画面を表示します。 
［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

⑤ 「印刷メニュー」画面を表示します。各設定を行い、［OK］ボタンをクリッ

クします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 

⑥ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータを基に

した、帳票を表示します。 
 

  補 足    
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逆逆幅幅杭杭計計算算  
逆幅杭計算は擁壁等の構造物を作るとき、構造物が道路の中心線上のど

の位置からどれ位の距離にあるかを計算するためのソフトウェアです。 
逆幅杭計算では、既知点の座標を入力して道路の中心線上の位置（既存測

点からの追加距離）との点間距離を計算します。したがって設計書入力の

横断図入力で幅抗点を入力し、座標を計算する機能とちょうど逆の関係とな

ります。 
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１．逆幅杭計算の操作の流れ 

 

 

グループ名の指定 

図表示 印刷 

逆幅杭計算 

計算結果の表示 

平面図の表示 

平面図の印刷 

観測点の座標入力（複数可）

計算 行挿入・削除 

計算結果の印刷 

印刷 

視準点の 
挿入・削除 

終了 
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２．逆幅杭計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「逆幅杭計算」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足    
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④ 「逆幅杭計算（グループの選択）」画面を表示します。 

 
すでに「逆幅杭計算」データ作成済みの場合は、グループ名

を複数表示します。 
 
 

⑤ 「逆幅杭計算」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作成）」

のものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

作成済みの「逆幅杭計算」データを修正する場合は、作成済

みのグループ名を選択して［選択］ボタンをクリックします。 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成するトラバースデー

タの名称を「グループ名」欄に入力し、［決定］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

⑦ 「逆幅杭計算」画面を表示します。 
 
 
 
 

  補 足    

  補 足    
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３．既知点情報を入力する 
① 「逆幅杭計算」画面の「既知点名」欄に、逆幅杭に利用する既知点名を

選択します。選択した既知点名に座標がすでに登録済みの場合、X 座

標、Y 座標を自動的に表示します。 

 
 
 
 

測点が重複登録されている場合 
既知点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押下時）に

「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示さ

れます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
入力した測点名称を変更する場合は、「逆幅杭計算」画面に

戻り、測点名称を変更してください。 
 
 

  補 足    
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既知点情報を挿入する 
① 「逆幅杭計算」画面で挿入する行の既知点名を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
② ［行挿入］ボタンをクリックします。 

既知点名の行が挿入されます。 
 
 
 

 
 

既知点情報を削除する 
① 「逆幅杭計算」画面で削除する行の既知点名を選択します。 
 
 
 
 
 
 
② ［行削除］ボタンをクリックします。 

確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

 
③ 既知点名の行を削除します。 

 
 



       
土木測量 
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４．求点名と点間距離、追加距離を計算する 
① 「座標データ入力」画面の下部にある［計算］ボタンをクリックします。求

点名と点間距離、追加距離が計算されます。 
 

 求点名は、既知点からの路線のセンターへの垂線と路

線のセンターとの交点を計算します。 
 点間距離は、既知点と路線のセンターとの距離を計算

します。 
 

計算結果の図を表示する 
① 「座標データ入力」画面の［図表示］ボタンをクリックします。 

計算結果の平面図を表示します。 

 

 

  補 足    



       
土木測量 
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５．印刷する 
計算結果の図を印刷する 

①  「座標データ入力画面」の［図表示］ボタンをクリックします。 
計算結果の図の画面を表示します。 

 
② 「計算結果の図の表示」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

作成する書類の印刷設定を行う「印刷メニュー」画面を表示します。 

 
 

③ 印刷設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
計算結果の図を印刷します。 

 

座標データ一覧表を印刷する 
① 「座標データ入力」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

 
② 「印刷」画面を表示します。印刷範囲を設定して［印刷］ボタンをクリック

すると、復路表を印刷します。 
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６．逆幅杭計算を終了する 
① 「逆幅杭計算」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「逆幅杭計算（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、逆幅杭データがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
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④ 「印刷メニュー」画面を表示します。各設定を行い、［OK］ボタンをクリッ

クします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 

⑤ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータで作成

した、帳票を表示します。 
 
 

 

  補 足    
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座座標標面面積積  
座標面積は任意の多角形の閉合した面積を計算するソフトウェアです。 

 

１．座標面積の操作の流れ 
 

 

座標面積 

トラバースのデータグループの選択

測点の選択 
多角形の作成（複数選択可）

多角形の面積計算

レイアウト選択 

終 了 

測点・図形の削除幅

CAD出力
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２．座標面積を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「座標面積」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

  補 足    
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④ 「座標面積（グループの選択）」を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すでに「座標面積」データ作成済みの場合は、グループ名を

複数表示します。 
 
 

⑤ 「座標面積」を新規に起動した場合は、グループ名が（選択しない）のも

のを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

作成済みの「座標面積」データを修正する場合は、作成済み

のグループ名を選択して［選択］ボタンをクリックします。 
 
 

⑥ 「座標面積」画面を表示します。 
 

  補 足    

  補 足    
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３．作成した座標面積を修正起動する 
① 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「座標面積」の  をクリックすると、「座標面積」で作成した

インデックスを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 作成済みの座標面積の名前の付いた子インデックスをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

作成済みの「座標面積」が起動します。 



       
土木測量 
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４．測点を選択する 
①「座標面積」画面の右側にある「印字項目」タブをクリックし、表示測点を

選択します。 

 
 

画面に表示していない測点は、選択出来ません。 
 
②面積計算対象とする最初の測点をマウスでクリックします。 
 
 
 
 
 
 
③次の点を選択します。選択した測点と測点が線で結ばれます。 
 
 
 
 
 
 
 
④3 点以上の測点を選択した後、最初の測点でクリックします。 

選択した測点間を結ぶ図形が面積計算対象として表示されます。 
面積計算対象図形が作成されると、作成図形の中心に、作成順に番号を表

示します。重複面は選択出来ません。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  補 足    

面積計算対象図形 
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測点と作成図形を削除する 
① 測点の選択画面上でマウスの右ボタンをクリックします。 

マウスの右ボタンをクリックする毎に最後に選択した測点から順番に削除

されます。 
作成された多角形の測点が削除されると、登録図形も削除されます。 

 

５．作成図形のレイアウトを設定する 
レイアウトモードに移行する  

指定図形が1つ以上登録されると、画面の左上に［指定完了］ボタンを表示

します。 
 
 
 
 
 
 
 
①「座標面積」画面の左上にある［指定完了］ボタンをクリックします。 

作成図形のレイアウト選択モードに移行します。 
右下に登録図形の面積計算結果表を表示します。 

 
 

 レイアウトモードに移行後は、測点選択モードに戻ること

は出来ません。 
 既存データ（登録済インデックス）から起動した場合も、レ

イアウトモードから処理が開始されます。 
 

  補 足    
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ＣＡＤ出力範囲を指定する  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レイアウトモードに移行すると、CAD 出力する範囲枠を青色で表示しま

す。 
 
① 「座標面積」画面の右側にある「用紙」タブをクリックし、CAD 出力する図

面の用紙サイズを指定すると、指定した用紙サイズで範囲枠を青色で表

示します。 
 

 

 

 

 

 

② CAD 出力する範囲を選択枠で指定し、マウスをクリックします。 

確認メッセージを表示しますので、［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

範囲枠 
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③ 範囲枠で指定された図面を表示します。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
CAD 出力できる図面は 1 ページに限定されます。 

 

６．作成図面を削除する 
① 削除する画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 

② メニューバーの［編集］から［表示ページ削除］を選択します。 
 
 
 
 
 

③ 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 

④ ページを削除し、測点選択モードに戻ります。 

  補 足    

面積計算結果表
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７．座標面積を終了する 
新規に起動した座標面積を終了する場合 

① 「座標面積」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「メニューインデックス設定」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「インデックス名称」欄に保存するデータの名前を入力し、［はい］ボタ

ンをクリックします。 
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④ 新しい土木出来形のインデックスを作成し、土木BOOK に戻ります。 

 
          

「メニューインデックス設定」画面で［いいえ］ボタンをクリッ

クすると、作成した土木出来形を登録せずに、土木 BOOK
の画面に戻ります。 
 
 

⑤ 土木BOOKのプレビュー表示エリアに、入力したデータで作成した帳票を

表示します。 
 

 

  補 足    
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修正起動した座標面積を終了する場合 
① 「座標面積」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「メニューインデックス設定」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「インデックス名称」を入力することは出来ません。 
 

 
③ ［はい］ボタンをクリックします。 

修正した座標面積が上書き保存され、土木BOOK に戻ります。 
 

［いいえ］ボタンをクリックすると、修正した座標面積を登録せ

ずに、土木BOOK に戻ります。 
 

  補 足    

  補 足    
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座座標標一一覧覧  

１．座標一覧を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「座標一覧」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

④ 「座標一覧」が起動します。 
 
 

  補 足    
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２．表示内容を並べ替える 
 
 
 

追加距離順に並び替える 
① 「座標一覧」画面のメニューから「表示」＞「並べ替え」＞「追加距離順」と

選択します。 
追加距離順に並び替えて、座標データを表示します。 

測点名の昇順に並び替える 
① 「座標一覧」画面のメニューから「表示」＞「並べ替え」＞「測点名順」と選

択します。 
測点名の昇順に並び替えて、座標データを表示します。 

作成箇所別に並び替える 
① 「座標一覧」画面のメニューから「表示」＞「並べ替え」＞「作成箇所別」と

選択します。 
作成箇所順に並び替えて、座標データを表示します。 

 

３．表示測点を選択する 
① 「座標一覧」画面のメニューから「表示」＞「表示選択」と選択します。 

 
 
 
 
 

② 「表示選択」画面を表示します。 
チェックした項目に従い測点の一覧を表示します。 
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４．任意の測点の座標を入力する 
測点を挿入する 

① 「座標一覧」画面で挿入する場所の測点名を選択し、画面下部にある

［行挿入］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 選択した行の上に新しい行が挿入されます。 

 
 
 
 

測点を削除する 
① 「座標一覧」画面で削除する場所の測点名を選択し、画面下部にある

［行削除］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

「座標一覧」で入力した測点のみ、「座標一覧」から削除出来

ます。 
 

③ 指定した行を削除します。 
 

  補 足    
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５．座標一覧表を印刷する 
① 「座標一覧」画面の下部にある［印刷］ボタンをクリックします。 

 
② 「印刷」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ 印刷するページ範囲を設定して［印刷］ボタンをクリックします。 

印刷を行います。 
 

「座標一覧」画面の「印刷」列にチェックマークのある測点の

みを印刷します。 
 

  補 足    
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６．座標一覧を終了する 
① 「座標一覧」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「CAD 設定」画面を表示します。各設定を行い、［OK］ボタンをクリック

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［CAD 設定］画面の操作方法については、P184「CAD 製図

基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 
 

  補 足    
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④ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータを基に

した、帳票を表示します。 
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座座標標変変換換  
現在処理中の路線で、登録済みの 2 つの点の変換後の座標を入力し、 
それから算出される座標系で登録中の全ての座標値の更新を行うソフトウ

ェアです。 
 

１．座標変換を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「座標変換」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足    
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③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

④ 「座標変換」画面を表示します。 
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２．点名と変換後座標を入力する 
① 「座標変換」画面の「点名１」欄に登録済みの測点を入力します。 
 

 

変換前座標を表示します。 

 
点名の入力は   ボタンによって指定出来ます。 

 
② 変換後座標を入力します。 
 
 
 
 
 
 
③ 同様に、「点名2」欄の変換後座標を入力します。 

 

 
 

 

３．座標変換を行う 
① 「座標変換」画面の［変換］ボタンをクリックします。 

変換の実行を確認するメッセージボックスを表示します。 

 

 

 

 
① ［はい］ボタンをクリックします。 

変換を開始します。変換が正常に終了すると、変換終了のメッセージを表示

します。 
 

座標変換は、測点数により若干時間を要します。 
 
 

  補 足    

  補 足    
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４．座標変換を終了する 
① 「座標変換」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 土木BOOK に戻ります。 
          

保存確認画面は表示しません。「座標変換」画面で、座標

の［変換］ボタンをクリックした時点で、変換データで保存

されます。 
 

 
 

  補 足    
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片片押押しし法法線線形形計計算算  
片押法は IP 法に比べて精度が低い計算法です。 
全IP座標がわかっている場合は「片押し法線形計算」を行わず、IP法で線

形計算を行ってください。 
 
片押し法線計算は線形の起点（BP）、の座標と方向角（道路が進む方向）を

入力することにより、測点の座標をすべて計算します。 
そのためには、全てのカーブ要素データを、事前に「設計書入力」で入力して

いるか、「片押法線形計算」で、事前に入力する必要があります。 
 
BP、IP、EP の座標が設計書と一緒に発注者より提供されていない場合、

片押し法線計算により座標計算を行います。 
 

 

１．片押法線形計算の操作の流れ 

平面図曲線印刷

曲線情報の変更

方向設定 

片押法計算 

曲線情報を 
表示します 

曲線の削除 曲線情報の表示 

 

終了 

曲線情報を変更し

ます（カーブ要素の

入力） 

ＢＰの座標と方向

角を入力します 
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２．片押法線形計算の起動 
縦横断図ウィザードから起動する 

⑤ 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

⑥ 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「縦横断ウィザード」をクリックします。 

 
 

⑦ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

⑧ 「縦横断ウィザード」が起動します。 
 
 

 
 
 

  補 足    
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⑨ 「片押法線形計算」を行う際には、事前に工事路線の測点情報を入力

する必要があります。「No.測点自動生成」を起動し、測点情報を入力し

てください。 
 

 「縦横断図ウィザード」の操作方法については、P24「縦

横断ウィザード」をご参照ください。 
 
 

⑩ 「No.測点自動生成」の終了後、「縦横断図ウィザード」画面左側の「カー

ブ入力」を選択すると、画面右側が「カーブ入力」起動画面に切り替わり

ます。 
 

「縦横断図ウィザード」画面左側で「No.測点自動生成」操作

終了後、画面下部の［次へ］ボタンをクリックしても、横断図を

起動することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑪ カーブ入力の方法を、「片押し法」を選択し、［次へ］ボタンをクリックし

ます。 
 

⑫ 「線形計算（片押し法）」が起動します。 
 

 
 

 
 
 
 

  補 足    

  補 足    
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片押法線形計算を単体起動する 
※ 「IP 法線形計算」を行う際には、事前に工事路線の測点情報を入力する必要があり

ます。「設計書入力」－「縦断図」を起動し、測点情報を入力してください。 
 

① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから

「土木測量」＞「片押法線形計算」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

④ 「線形計算（片押し法）」画面を表示します。 
平面図と平面図上の赤線で示される曲線情報欄を表示します。 
 
 

  補 足    
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３．平面図の拡大・縮小表示 
「線形計算（片押し法）」画面右側の［拡大］・［縮小］ボタンをクリックスことで、

平面図が拡大・縮小出来ます。 
指定範囲の拡大は、マウスの右ボタンをクリックし、表示するメニューから

［範囲拡大］、または画面上部のメニューから「表示」＞「範囲拡大」を選択し、

表示範囲をマウスでドラッグすることで変更出来ます。 
 
 

４．各曲線情報の表示 
①  「線形計算（片押し法）」画面左上の「曲線情報」画面の、「通し番号」欄

の横にある    をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・    をクリックすると、平面図上の赤の曲線で示された曲線がＢＰ方向へ

移動します。 
同時に赤の線で示された曲線の情報が曲線情報欄に表示されます。 

・    をクリックすると、平面図上の赤の線で示された曲線が EP 方向へ移

動します。 
同時に赤の線で示された曲線の情報が曲線情報欄に表示されます。 
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５．曲線情報を追加する 
① 「線形計算（片押し法）」画面のメニューから、「表示」＞「曲線要素表示」、

またはカーブの開始測点を平面図上で直接クリックします。 
② 曲線種別、方向など必要な項目の内容（値）を入力します。 
③ ［追加］ボタンをクリックし、曲線情報を登録します。 

曲線情報は、連続で入力することが出来ます。 
 

画面下部のカーブ要素はどれか 1 つを選択し入力してくださ

い（直線変化点を除く）。 
 

６．曲線情報を変更する 
① 「線形計算（片押し法）」画面で、変更する曲線を選択します。 

平面図上の選択された曲線が赤の線で示されます。 
② 曲線種別、方向などの項目の内容（値）を、  ボタンを 

クリックし、変更します。 
 

画面下部のカーブ要素はどれか 1 つを選択し入力してくださ

い（直線変化点を除く）。 
 

直線変化点で横断方向角を指定する 

通常直線変化点の横断方向角が「0 度」の場合、横断面は、IA を二分した

方向に取られますが、横断方向の角度を指定する場合に次の操作を行い

ます。曲線種別が直線変化点の場合、以下の画面を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
① 横断方向のテキストボックスに直線変化点の横断面の角度を入力しま

す。 
 

新規の場合は ［追加］ボタン、変更時は［登録］ボタンをクリックすると平面

図に入力結果が反映されます。 

  補 足    

  補 足    
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７．曲線情報を削除する 
① 「線形計算（片押し法）」画面で削除する曲線を選択します。 

図面上の選択された曲線が赤の線で表示されます。 
② ［削除］ボタンをクリックします。 
③ ［はい］ボタンをクリックします。 

選択された曲線が削除されます。 
 

８．路線方向を設定する 
BP 点から見た路線の方向を設定出来ます。 
この画面は新規作成時にも自動表示されます。 
 
① 「線形計算（片押し法）」画面の『機能』タブをクリックします。 

［方向設定］ボタンを表示します。 
② ［方向設定］ボタンをクリックします。 

「路線方向設定」画面を表示します。 

 
   
③ 路線方向の基点となる BP 点の X 座標，Y 座標を入力します。 
④ 設定値の変更がなければそのままキーボードの［Enter］キーをクリッ

クします。 
⑤ 路線の方向を、方向角か座標で設定します。 
 

方向角、または座標のどちらか一方しか指定出来ません。 
 

⑥ 設定内容を確認し、［OK］ボタンをクリックします。 
路線方向が設定されます。 

  補 足    
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９．印刷する 
平面図曲線を印刷する 

① 「曲線情報」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 
「印刷設定（印刷メニュー）」画面を表示します。 

 
 
② 印刷条件を設定して［OK］ボタンをクリックします。 

平面図曲線を印刷します。 
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１０．片押法線形計算を終了する 

① 「線形計算（片押し法）」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
片押法線形計算の起動が 2 回目以降の場合、「終了確認」画面は以下

の画面のような上書き確認画面を表示します。［はい］ボタンをクリック

します。 
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③ 作成する書類の印刷設定を行う「印刷メニュー」画面を表示します。各

設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 
 

④ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータで作成

した帳票を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
片押法線形計算は、［入力］ボタンから起動したインデックス

に、入力したデータを上書き保存します。保存したデータを修

正する場合は、再度「片押法線形計算」を選択し、［入力］ボタ

ンから起動してください。 

  補 足    

  補 足    
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丁丁張張りり計計算算  
丁張り計算は実際に丁張りを掛けるときに必要なデータを計算するソフトです。

計算結果として地盤から何 cm の高さ（丁張り高）で、天端から何 m の水平

距離で丁張りをするか、さらに天端、床付までの法長を計算します。これら

は丁張りをするのにどれを使っても良い様に地盤高から指定ピッチごとに

複数個計算します。 
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１．丁張り計算の操作の流れ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

幅杭点名の入力 

印刷 

丁張り計算 

閉じる 

地盤高、点端（床付）、法勾配の入力

丁張計算をする地盤から高さの範囲、及びピッチの入力 

計算 

終了 

計算結果の表示 
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２．丁張り計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「丁張計算」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 

④ 「丁張計算」が起動します。 
 
 

  補 足    
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３．丁張り計算に必要な情報を入力する 

 
 
 
 
 

 
幅杭点名を入力する 

① 幅杭点名を入力します。 
その点の座標が登録済みであれば、計画高（天端FH）を表示します。 
 

現況を入力する 
① 現地にて測量した結果の地盤高（GH）を入力します。 

 

構造物情報を入力する 
① 計画高（天端FH）を入力します。 

 
② 必要があれば、計画高（床付FH）を入力します。 

 
③  法勾配を入力します。 

 
④  GH からの高さ範囲，GH からの高さ範囲内のピッチを入力します。 
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４．丁張り計算を実行する 
① 「丁張り計算」画面で、 丁張り計算に必要な情報を入力後、画面下部に

ある［計算］ボタンをクリックします。 
「計算結果」画面を表示します。 

 

 
 
 
 

 
 
５．印刷する 

計算結果の図と表を印刷する 
① 「計算結果」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

計算結果の図と表を印刷します。 
 

６．丁張り計算を終了する 
① 「丁張り計算」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 土木BOOK に戻ります。 
「丁張り計算」は、データの保存を行わないため、保存確認の

画面を表示しません。 
  補 足    
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オオフフセセッットト計計算算  
オフセット計算は座標が既知の 2 点（開始点と終了点）の間に直線を引き、開

始点からの距離とオフセット値（垂線方向の距離）を入力してオフセット点の座

標を計算するソフトです。開始点と終了点は、点間距離と方向角が計算され

るので開始点から終了点をトランシットで視準することが出来ます。 
また開始点と終了点を結ぶ直線に対する任意のオフセット点の座標が計 
算できるので、逆トラバース計算と組合わせることにより、オフセット点の地

形上の点がトランシットにより特定できるようになります。 
オフセット計算は設計書入力の横断図で幅杭点の座標登録と似ていますが、

曲線には対応していないのが異なります。 
 

 
 
 

開始点 

終了点 

ｵﾌｾｯﾄ点 
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１．オフセット計算の操作の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

グループ名の指定 

逆幅杭計算 

計算結果の表示 

開始点、終了点の座標入力 

計算 行挿入・削除 

図表示 印刷 

平面図の表示 

平面図の印刷 

計算結果の印刷 

印刷 

オフセット点の 
挿入・削除 

終了 

ｵﾌｾｯﾄ点の入力（複数可） 
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２．オフセット計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「オフセット計算」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

  補 足    
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④ 「オフセット計算（グループの選択）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すでに「オフセット計算」データ作成済みの場合は、グループ

名を複数表示します。 
 
 

⑤ 「オフセット計算」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作

成）」のものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

 ある器械点に対し一度に複数の基準点を設定すること

が出来ますので、これらを１グループとして扱い、デー

タを保存します。 
 作成済みの「オフセット計算」データを修正する場合は、

作成済みのグループ名を選択して［選択］ボタンをクリッ

クします。 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成するオフセット計算

データの名称を「グループ名」欄に入力し、［決定］ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 

⑦ 「オフセット計算」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足    

  補 足    
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３．開始点座標を入力する 

 
① 「オフセット計算」画面で、開始点の座標を選択します。 

 
開始点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を

表示します。 

測点が重複登録されている場合 
開始点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押下時）に

「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示さ

れます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

入力した測点名称を変更する場合は、「オフセット計算」画面

に戻り、測点名称を変更してください。 
 
 

４．終了点座標を入力する 
①「オフセット計算」画面で、終了点の座標を選択します。 
 

終了点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を

表示します。 

測点が重複登録されている場合 
終了点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押下時）に

「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示さ

れます。点名を別の名前に変更するか、次の操作で使用する測点を選び

ます。 
 

① 使用する測点を選択し、ダブルクリック、または［選択］ボタンをクリック

します。 

  補 足    

  補 足    

  補 足    
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５．オフセット点を入力する 

 
 

① 下の表に移動して、オフセット点名、オフセット点の開始点からの距離、

オフセット（開始点から終了点に向かって右はプラス、左はマイナス）を

入力します。 
② 一度に計算するオフセット点を同様に順次入力します。 

 

測点が重複登録されている場合 
オフセット点情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押下時）

に「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示

されます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 

入力した測点名称を変更する場合は、「オフセット計算」画面

に戻り、測点名称を変更してください。 
 

 

 

  補 足    
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オフセット点を挿入する 
① 挿入する行のオフセット名を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②［行挿入］ボタンをクリックします。 

選択したオフセット名の行の上に新しい行が挿入されます。 

 

 

 

オフセット点を削除する 
① 削除する行のオフセット名を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ［行削除］ボタンをクリックします。 
確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

③ 選択したオフセット名の行が削除されます。 
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６．オフセットを計算する 
① オフセット点の入力後、［計算］ボタンをクリックします。 

各オフセット点の XY 座標が計算され、計算結果を表示します。 

 

計算結果の図を表示する 
① 「座標データ入力」画面の［図表示］ボタンをクリックします。 

計算結果の平面図を表示します。 

 

② 画面右上の［表示］タブをクリックします。 
「縦横断表示測点」、「横断変化点」、「構造図」、「IP 点情報」、 
「その他」のチェックボックスを表示します。 

 
「縦横断表示測点」、「横断変化点」、「構造図」、「IP 点情報」、

「その他」のチェックボックスをクリックすると、それぞれ 測点、

変化点、構造図、IP 点情報などを表示します。 再度クリック

すると、これらの情報が非表示になります。 
 

  補 足    
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７．印刷する 
計算結果の図を印刷する 

① 「オフセット計算」画面の［図表示］ボタンをクリックします。 
「オフセット計算（図表示）」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 「オフセット計算（図表示）」画面の右下にある［印刷］ボタンをクリックし

ます。「印刷設定」画面を表示します。 

 

③ 印刷設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
計算結果の図を印刷します。 

 

座標データ一覧表を印刷する 
① 「オフセット計算」画面の［印刷］ボタンをクリックします。 

座標データの表を印刷します。 
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８．オフセット計算を終了する 
① 「オフセット計算」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 
 

③ 「オフセット計算（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、オフセット計算データがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 「CAD ファイル作成」画面を表示します。 



       
土木測量 

 

<128> 
 

 

 

［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

⑤ 作成する書類の印刷設定を行う「印刷メニュー」画面を表示します。各

設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 

⑥ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータで作成

した帳票を表示します。 
 

 

  補 足    
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水水準準測測量量  
水準測量は、標高（地盤高）が既知の点を基準にして、レベルを使用して標

高が未知の点の標高を求めるものです。レベルを使用して標高が既知の

点の標尺の読みを後視（B.S.）といい、未知の点の標尺の読みを前視

（F.S.）といいます。未知の点の標高は次の式で求められます。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

昇降式と器高式について 
水準測量には昇降式と器高式の２つの方法があります。昇降式はある地

点の標高を求めるときに後視と前視だけを使います。それに対し器高式は

後視から一度器械高を求めそれから前視を引いてから標高を求めます。 
 
 
 
 
 
 

Ha：既知の点の標高 
Hb：未知の点の標高 
Hb＝Ha ＋B.S.－F.S. 



       
土木測量 

 

<130> 
 

 

 

往路と復路について 
水準測量では測量精度を上げるために、既知点から未知点までの観測を終

えたら、未知点から既知点まで逆向きに、もう一度観測することが多くありま

す。 
既知点から未知点まで行くことを往路といい、未知点から既知点に戻ること

を復路といいます。昇降式では通常往路と復路の観測を行います。 
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１．水準測量の操作の流れ 

 
 

往路の観測結果の入力 
・ 最初に基準高の標高を入力し、後視

前視の順に繰り返し入力 
・ 復路の入力は省略可能 

復路の観測結果の入力 
・ 後視前視の順に繰り返し入力 
・ 復路の入力は省略可能 

結果表示 
復路と復路の平均を計算し表示 

印刷 

印刷 

往路の観測結果 
を印刷します 

平均計算結果を 
印刷します 

復路の観測結果 
を印刷します 

グループ名の指定 
新規は機高式か昇降式かを指定 

印刷 

水準測量 

終了 
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２．水準測量を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「水準測量」をクリックします。 

 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

 
 
 

④ 「水準測量（グループの選択）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

すでに「水準測量」データ作成済みの場合は、グループ名を

複数表示します。 

  補 足    

  補 足    
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⑤ 「水準測量」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作成）」の

ものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

作成済みの「水準測量」データを修正する場合は、作成済み

のグループ名を選択して［選択］ボタンをクリックします。 
 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成する水準測量データ

の名称を「グループ名」欄に入力し、水準測量の測定方法を選択し、

［決定］ボタンをクリックします。 

 
 

⑦ 「水準測量データ入力画面」を表示します。 

 
上記画面は、「昇降式水準測量」を選択した場合の入力画面

です。 
 

  補 足    

  補 足    
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３．往路の観測結果を入力する 
昇降式水準測量（仮BM 設置）は、必ず往路・復路とも入力します。 
器高式水準測量（丁張り設置）は、往路のみの入力も出来ます。 
往路の入力が終了したら、［復路へ］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データの入力を行い、キーボードの［Enter］キーを押下する

と、次の入力項目に入力可能な位置が移動します。 
 

基準点を入力する 
①「水準測量データ入力画面」点名入力欄の 1行目に基準点（既知点）を入

力します。 
 

基準点の座標がすでに登録されている場合、その標高を表

示します。 
 
② 基準点の観測標高を入力します。 
 

後視高さを入力する 
① 「水準測量データ入力画面」点名入力欄の 1 行目の後視に基準点を後

視したときの高さを入力します。 
 

  補 足    

  補 足    
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観測結果を入力する 
① 2 行目以降に観測結果の点名，前視の高さを入力します。 
② 同じ行の後視は、その点を後視した場合のみ、後視の高さを入力しま

す。その点を後視していなければ、そのままキーボードの［Enter］キ

ーを押下します。 
③ すべての観測結果の入力後、［復路へ］ボタンをクリックします。 
   

器高式水準測量（丁張り設置）で、復路の入力を行わない場

合も、必ず［復路へ］ボタンをクリックします。 
 

往路表を印刷する 
① 「往路の座標データ入力」画面の左下にある［印刷］ボタンをクリックしま

す。 
② 「印刷」画面を表示します。印刷範囲を設定して［印刷］ボタンをクリック

すると、往路表を印刷します。 
 
  

４．復路の観測結果を入力する 
点名は、往路の入力順と逆の順序で表示します。 
昇降式水準測量（仮BM 設置）は、必ず往路・復路とも入力します。 
器高式水準測量（丁張り設置）で復路の入力を行わない場合は、このまま

［結果表示］ボタンをクリックしてください。 

 
 
 
 
 

 
 

観測標高を入力する 
①観測標高を入力します。 
   

座標がすでに登録されている場合、その標高を表示します。   補 足    

  補 足    
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後視高さを入力する 
① 1 行目の後視にその点を後視したときの高さを入力します。 
  

観測結果を入力する 
① 2 行目以降に観測結果の前視の高さを入力します。 
  
② 同じ行の後視はその点を後視した場合のみ、後視の高さを入力します。

その点を後視していなければ、そのままキーボードの［Enter］キーを

押します。 
 

復路表を印刷する 
① 「復路の座標データ入力」画面の左下にある［印刷］ボタンをクリックしま

す。 
② 「印刷」画面を表示します。印刷範囲を設定して［印刷］ボタンをクリック

すると、復路表を印刷します。 
 

５．水準測量計算を実行する 
① すべての観測結果の入力後、［結果表示］ボタンをクリックします。 

水準測量の計算結果を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．印刷する 
計算結果を印刷する 

①「計算結果表」画面の下部にある［印刷］ボタンをクリックします。 
②「印刷」画面を表示します。印刷範囲を設定して［印刷］ボタンをクリックす

ると、水準測量の計算結果を印刷します。 
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７．水準測量を終了する 
① 「［昇降式］水準測量」画面右下の［結果表示］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「往路・復路 計算結果表」画面を表示します。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「水準測量（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、逆トラバースデータがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
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④ 作成する書類の印刷設定を行う「印刷メニュー」画面を表示します。 
余白や帳票の用紙サイズなどの設定を行い、［OK］ボタンをクリックし

ます。 

 
 

⑤ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータで作成

した帳票を表示します。 
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隅隅切切りり計計算算  
隅切り計算は、隅切り「頂点」の座標と「隅切り面積」「隅切り長」「脚長」の内の

1 つを入力すると、残りの隅切りデータを計算するソフトウェアです。 
 

 
 

 
隅切り計算には開放式と結合式があります。次の図の例では開放式は頂

点C2，C3 のみ、結合式は全部の頂点を計算します。 
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１．隅切り計算の操作の流れ 

 
 

終了 

隅切り計算 

計算結果の表示 
計算 行挿入・削除 

図表示 印刷 

平面図の表示 

平面図の印刷 

計算結果の印刷 

印刷 

隅切りデータの 
挿入・削除 

頂点座標と隅切データの入力
頂点は３個以上、解放式では最初と
最後の隅切データは入力しない 

グループ名の指定 
開放式か結合式かの指定 
（最初に入力する場合） 
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２．隅切り計算を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「隅切計算」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

  補 足    
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④ 「隅切り計算（グループの選択）」を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すでに「隅切り計算」データ作成済みの場合は、グループ名

を複数表示します。 
 

⑤ 「隅切り計算」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作成）」

のものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

作成済みの「隅切り計算」データを修正する場合は、作成済

みのグループ名を選択して［選択］ボタンをクリックします。 
 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成する隅切り計算デー

タの名称を「グループ名」欄に入力し、隅切り計算の測定方法を選択し、

［決定］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 「隅切り計算」画面を表示します。 
 

 

  補 足    

  補 足    
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３．頂点座標を入力する 

 
 
 
 

 
① 頂点名を入力します。 
② 頂点の X 座標、Y 座標を入力します。 
 

頂点の座標がすでに登録されている場合、その座標値を表

示します。 
 

測点が重複登録されている場合 
頂点名情報入力時（点名セルでキーボードの［Enter］キーを押下時）に

「重複測点選択」画面を表示し、重複する測点名のデータがすべて表示さ

れます。使用する測点名を選択し、［選択］ボタンをクリックしてください。 

 
入力した測点名称を変更する場合は、「隅切り計算」画面に戻

り、測点名称を変更してください。 
 

 

 

  補 足    

  補 足    
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４．隅切りデータの入力 
① 隅切りデータ（隅切り長、脚長、隅切り面積）のいずれかを入力します。 
 

開放式では、1 行目と最終行に隅切りデータを入力すると無

効になります。 

頂点を挿入する 
① 挿入する行の頂点名をクリックします。 

セルの色が黄色に変わります。 

 

 

 

 
②［行挿入］ボタンをクリックします。 

頂点名の行が挿入されます。 

 

 
 

頂点視準点を削除する 
① 削除する行の頂点名をクリックします。 

セルの色が黄色に変わります。 

 

 

 

 
②［行削除］ボタンをクリックします。 

確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

 
②  頂点名の行が削除されます。 

 

  補 足    
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５．隅切り計算を行う 
① 頂点と隅切りデータの入力後、「隅切り計算」画面下部の［計算］ボタン

をクリックします。 
未入力の隅切りデータが計算されます。 

隅切りデータを複数入力したときは、以下の優先順位で計算

します。 
（1） 隅切り面積から、隅切り長、脚長、隅切り角を計算 
（2） 脚長から、隅切り長、隅切り面積、隅切り角を計算 
（3） 隅切り長から、脚長、隅切り面積、隅切り角を計算 

 

隅切り点の座標を計算する 
① 「隅切り計算」画面右上の［隅切点表示］ボタンをクリックします。 

 
 

② 登録された隅切り点の一覧を表示します。 

 
 

③ 元の表示に戻すには、画面右上の［頂点表示］ボタンをクリックします。 

 

  補 足    



       
土木測量 

 

<146> 
 

 

 

６．計算結果の図を表示する 
① 「隅切計算」画面下部にある［図表示］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
② 「隅切計算（図表示）」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  画面右上の［表示］タブをクリックします。 

「縦横断表示測点」、「横断変化点」、「構造図」、「IP 点情報」、 
「その他」のチェックボックスを表示します。 

 

 

 

 

 
 

「縦横断表示測点」、「横断変化点」、「構造図」、「IP 点情報」、

「その他」のチェックボックスにチェックを入れると、平面図上

に情報を表示します。 再度クリックすると、これらの情報が

非表示になります。 

  補 足    
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７．印刷する 
計算結果の図を印刷する 

① 「座標データ入力」画面の［図表示］ボタンをクリックします。 
「隅切計算（図表示）」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 「隅切計算（図表示）」画面の下部にある［印刷］ボタンをクリックします。

「印刷設定」画面を表示します。 

 
③ 印刷設定を行い、［OK］ボタンをクリックします。 

計算結果の図を印刷します。 
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隅切り点の一覧表を印刷する 
① 「隅切計算」画面右上のボタンが［隅切点表示］と表示されていることを

確認して、画面下部にある［印刷］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「印刷」画面を表示します。 
印刷範囲を設定して、［印刷］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 隅切点表示の表を印刷します。 
 

ボタンの表示が［頂点表示］となっている場合は、このボタン

をクリックすることにより［隅切点表示］になります。 
 

頂点表示の表を印刷する 
② 「隅切計算」画面右上の［隅切点表示］ボタンをクリックします。 

ボタンの表示が［頂点表示］に変わります。 

 

 

 

 

 
②［印刷］ボタンをクリックします。 

頂点表示の表を印刷します。 

  補 足    
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８．隅切り計算を終了する 
① 「隅切り計算」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 
 

③ 「隅切り計算（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、隅切りデータがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
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④ 「CAD ファイル作成」画面を表示します。 
［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 

⑤ 「印刷メニュー」画面を表示します。各設定を行い、［OK］ボタンをクリッ

クします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［印刷メニュー］画面の操作方法については、P184「CAD 製

図基準に則った書類を作成する」をご参照ください。 
 

⑥ 土木 BOOK に戻ります。プレビュー表示エリアに、入力したデータで作成

した帳票を表示します。 
 

 

  補 足    
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電電卓卓機機能能  
電卓機能は、各測量計算ソフトウェア全てに搭載されています。 
簡単な入力によって座標を計算し、座標登録を行うことが出来ます。 

 

１．電卓機能を表示する 
 

①  各測量計算のデータ入力画面のメニューから「ツール」＞「電卓機能」

を選択します。 

 
 

② 電卓機能のメニュー画面を表示します。 
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２．点間距離 
2 点の座標（X,Y,Z）を入力し、2 点間の斜距離、水平距離、高低差を計算し

ます。 
 
① 「電卓機能」画面から［点間距離］ボタンをクリックします。                                 

「点間距離」画面を表示します。 

 
 

② 点名1 の X,Y,Z 座標を入力します。 
 
③ 点名2 の X,Y,Z 座標を入力します。 
 
④ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

 

計算結果（2 点間の斜距離、水平距離、高低差）を表示します。 
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３．３点内角 
同一平面上の 3 点の座標（X,Y）を入力し 3 点で形成される 
3 角形の 3 つの内角を計算します。 

 
① 「電卓機能」画面から［3 点内角］ボタンをクリックします。                                

「3 点内角」画面を表示します。 

 
 

② 点名1 の X,Y 座標を入力します。 
 
③ 点名2 の X,Y 座標を入力します。 
 
④ 点名3 の X,Y 座標を入力します。 
 
⑤ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

 

計算結果（3 点の内角）と計算結果の図を表示します。 
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４．２直線交点 
同一平面上の 2 つの直線上のそれぞれの 2 つの点の座標（X,Y）を入力し

交点の座標（X,Y）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［2 直線交点］ボタンをクリックします。                                

「2 直線の交点」画面を表示します。 

 
 

② 直線1 の点名1、点名2 の X,Y 座標をそれぞれ入力します。 
 
③ 直線2 の点名3、点名4 の X,Y 座標をそれぞれ入力します。 
 
④ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

 

計算結果（交点の座標（X,Y））と計算結果の図を表示します。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 
 

  補 足    
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５．３点を通る円 
同一平面上の 3 点の座標（X,Y）を入力し 3 点を通る円の中心座標（X,Y）と

半径を計算します。 
  

① 「電卓機能」画面から［3 点を通る円］ボタンをクリックします。                                

「3 点を通る円」画面を表示します。 

 
 

② 点名1 の X,Y 座標を入力します。 
 
③ 点名2 の X,Y 座標を入力します。 
 
④ 点名3 の X,Y 座標を入力します。 
 
⑤ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

 

計算結果（3 点を通る円の中心座標（X,Y）,半径）と計算結果の図を表示しま

す。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリックし

ます。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ます。 
 

  補 足    
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６．２直線に接する円 
同一平面上の 2 つの直線上のそれぞれの 2 つの点の座標（X,Y）を入力し、

2 つの直線に接する円の中心座標（X,Y）と半径を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［2 直線に接する円］ボタンをクリックします。                                

「2 直線に接する円」画面を表示します。 

 

 
② 直線1 の点名1、点名2 の X,Y 座標をそれぞれ入力します。 
 
③ 直線2 の点名3、点名4 の X,Y 座標をそれぞれ入力します。 
 
④ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

 

計算結果（2 つの直線に接する円の中心座標（X,Y）,半径）と計算結果の図

を表示します。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 
 

  補 足    
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７．トラバース計算 
同一平面上の器械点座標（X,Y,Z）、後視点座標（X,Y,Z）または後視点の方

向角、視準点までの斜距離、水平角、鉛直角を入力し、視準点の座標

（X,Y,Z）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［トラバース計算］ボタンをクリックします。 
「トラバース計算」画面を表示します。 

 
② 計算方法を選択します。 
③ 器械点、後視点の X,Y,Z 座標※をそれぞれ入力します。 

※：後視点は座標を入力せずに方向角を入力しても計算出来ます。 
④ 視準点までの斜距離、水平角、鉛直角※を入力します。 

※：鉛直角は入力せずにキーボードの［Enter］キーを押すと、水平方向（90 ﾟ

00’00”）が自動入力されます。 
⑤ ［計算実行］ボタンをクリックします。 
   計算結果（視準点の X,Y,Z 座標）と計算結果の図を表示します。 

 
計算方法で［連続］を選択した場合は、［計算実行］ボタンをク

リック後に器械点座標が後視点座標に、視準点座標が器械点

座標に自動的にコピーされます。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリックしま

す。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ます。 

  補 足    

  補 足    
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８．逆トラバース計算 
同一平面上の 2 点（器械点と視準点）の座標（X,Y,Z）を入力し、視準点の水

平角、斜距離、水平距離、鉛直角、高低差を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［逆トラバース計算］ボタンをクリックします。 
「逆トラバース」画面を表示します。 

 
 

② 器械点、視準点の X,Y,Z 座標をそれぞれ入力します。 
 
③ ［計算実行］ボタンをクリックします。 
 

計算結果（視準点の斜距離、水平距離、高低差、水平角、鉛直角）と器械点

と視準点の図を表示します。 
 



       
土木測量 
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９．単曲線要素計算 
交角（IA）、半径（R）を入力し、接線長（TL）、曲線長（CL）、外線長（SL）を

計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［単曲線要素計算］ボタンをクリックします。 
「単曲線要素計算」画面を表示します。 

 

 
② 交角（IA）、半径（R）を入力します。 
 
③ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果（接線長（TL）、曲線長（CL）、外線長（SL））を表示します。 
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１０．クロソイド要素計算 
半径（R1）、パラメータ（A）、半径（R2）を入力し、距離（X）、（Y）、（XM）、移

程量（⊿R）、動径（SO）、偏角（σ）、短接線長（TK）、長接線長（TL）、接線

角（τ）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［クロソイド要素計算］ボタンをクリックします。 
「クロソイド要素計算」画面を表示します。 

 
 

② 半径（RA）パラメータ（A）、半径（RE）を入力します。 

すべてのデータを入力すると、卵型クロソイドの要素計算を

行います。A と RE を入力すると、クロソイドの要素計算を行

います。 
 
③ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果（距離（L）、（X）、（Y）、（XM）、移程量（⊿R）、動径（SO）、偏角

（σ）、短接線長（TK）、長接線長（TL）、接線角（τ））を表示します。 
 

  補 足    
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１１．単曲線測設計算 
同一平面上の BC 点座標（X,Y）、IP 点座標（X,Y または IP 点の方向角）、

曲線情報を入力し、偏角（σ）、弦長、設置測点の座標（X,Y）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［単曲線測設計算］ボタンをクリックします。 
「単曲線測設計算」画面を表示します。 

 
 

② BC 点、IP 点の X,Y 座標※をそれぞれ入力します。 
※：IP 点は座標を入力せずに方向角を入力しても計算出来ます。 

 
③ 曲線が右曲がりか左曲がりか選択します。 
 
④ 半径（R）、曲線長（CL）を入力します。 
 
⑤ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果（偏角（σ）、弦長、設置測点座標（X,Y））と計算結果の図を表示し

ます。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 
 

  補 足    
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１２．クロソイド測設計算 
同一平面上の原点座標（X,Y）、IP 点座標（X,Y）または IP 点の方向角、曲

線情報を入力し、偏角（σ）、弦長、横断測角、設置測点の座標（X,Y）を計

算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［クロソイド測設計算］ボタンをクリックします。 
「クロソイド測設計算」画面を表示します。 

 
②曲線の種別を KA、KE、KAE、KEE から選択します。 
 
③ 原点、IP 点の X,Y 座標※をそれぞれ入力します。 

※：IP 点は座標を入力せずに方向角を入力しても計算出来ます。 
 
④ 曲線が右曲がりか左曲がりか選択します。 
 
⑤ 曲線のデータを入力します。 
 

曲線の原点が KA または KE の場合、半径（R）、パラメータ

（A）を入力します。曲線の原点がKAEまたはKEEの場合、

半径（RA）、パラメータ（A）、半径（RE）を入力します。 
 

⑥ 求点間隔を入力します。 

  補 足    
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⑦ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果一覧と計算結果の図を表示します。 

 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 
 

  補 足    
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１３．直線のオフセット計算 
同一平面上の開始点座標（X,Y）、終了点座標（X,Y または終了点の方向

角）、任意点までの距離、求点までのオフセット量を入力し、任意点と求点

の座標（X,Y）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［直線のオフセット計算］ボタンをクリックします。 
「直線のオフセット」画面を表示します。 

 
 

② 開始点、終了点の X,Y 座標※をそれぞれ入力します。 
※：終了点は座標を入力せずに方向角を入力しても計算出来ます。 

 
③ 任意点までの距離と求点までのオフセット量を入力します。 
 
④ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果（任意点と求点の座標（X,Y））と計算結果の図を表示します。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリックし

ます。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ます。 
 

  補 足    
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１４．単曲線のオフセット計算 
同一平面上のＢＣ点座標（X,Y）、IP点座標（X,Y）またはIP点の方向角、任

意点までの曲線情報、求点までのオフセット量を入力し、任意点と求点の座

標（X,Y）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［単曲線のオフセット計算］ボタンをクリックしま

す。 
「単曲線のオフセット」画面を表示します。 

 
 

② BC 点、IP 点の X,Y 座標※をそれぞれ入力します。 
※：IP 点は座標を入力せずに方向角を入力しても計算出来ます。 

 
③ 曲線が右曲がりか左曲がりか選択します。 
 
④ 任意点までの交角（IA）、半径（R）、曲線長（LC）、求点までのオフセッ

ト量を入力します。 
 
⑤ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果（任意点と求点の座標（X,Y））と計算結果の図を表示します。 
 

計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 
 

  補 足    



       
土木測量 

 

<166> 
 

 

 

１５．クロソイドのオフセット計算 
同一平面上のＢＣ点座標（X,Y）、IP点座標（X,Y）またはIP点の方向角、任

意点までの曲線情報、求点までのオフセット量を入力し、任意点と求点の座

標（X,Y）を計算します。 
 

① 「電卓機能」画面から［クロソイドのオフセット計算］ボタンをクリックしま

す。 
「クロソイドのオフセット」画面を表示します。 

 
 

② BC 点、IP 点の X,Y 座標※をそれぞれ入力します。 
※：IP 点は座標を入力せずに方向角を入力しても計算出来ます。 

 
③ 曲線が右曲がりか左曲がりか選択します。 

 
④ 任意点までの交角（IA）、パラメータ（A）、半径（R）、曲線長（CL）、求点

までのオフセット量を入力します。 
 

⑤ ［計算実行］ボタンをクリックします。 
計算結果（任意点と求点の座標（X,Y））と計算結果の図を表示します。 

 
計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 

  補 足    
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１６．ＶＣＬ計算 
VCL 設定点と前後の測点の標高と追加距離と VCL 値、任意の測点の前

点からの距離（X）を入力し、Y 値を計算します。 
 
① 「電卓機能」画面から［VCL 計算］ボタンをクリックします。 

「VCL 計算」画面を表示します。 

 
 
② VCL 設定点、前点、次点の標高、追加距離をそれぞれ入力します。 

 
③ VCL 情報の VCL、X を入力します。 

 
④ ［計算実行］ボタンをクリックします。 

計算結果（求点の Y 値）と計算結果の図を表示します。 
 

               計算結果を測点登録する場合、［測点登録］ボタンをクリック

します。測点登録された測点は、［座標一覧］で編集出来ま

す。 
 
 

  補 足    
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ＳＳＩＩＭＭＡＡデデーータタ入入出出力力ウウィィザザーードド  
 

土木測量で入力したデータや計算結果を測量業界標準フォーマットである

SIMA 共通フォーマットファイルに変換します。 
また、既存の SIMA 共通フォーマットファイルから横断現況データを読み

込むことも出来ます。 
 
 

１．ＳＩＭＡデータ入出力ウィザードの操作の流れ 

出力座標データの設定 

出力路線データの設定 

出力縦断データの設定 

SIMA入出力選択 

出力横断データの設定 

SIMAファイル出力 

SIMAファイル選択

現況横断データコピー

SIMAデータ入出力ウィザード 

終 了 
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２．ＳＩＭＡデータ入出力ウィザードを起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「SIMA 入出力ウィザード」をクリックします。 

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 

  補 足    
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④ 「SIMA 入出力ウィザード」が起動します。 
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３．ＳＩＭＡデータを取り込む 
 
① 「SIMA データ入出力ウィザード」 画面から ［SIMA データ入力］を選

択し、［次へ］ボタンをクリックします 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「SIMA 入力－ファイル選択」画面を表示します。 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③  SIMA ファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックします。 

 
④ 「SIMA データ入出力ウィザード」画面を表示します。 
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⑤ 「【SIMA】横断データ一覧（入力元）］」欄から取込む測点を選択し、［横

断図入力］ボタンをクリックすることで、「【設計書】縦横断データ一覧

（入力先）」欄に横断現況データのコピーを行います。 
 

 
［横断図入力］ボタンは入力先に指定された測点に現況デー

タをコピーします。 
［測点追加］ボタンは入力元に選択された測点を新たに追加

します。 
 
 

⑥  作業が終了したら、［完了］ボタンをクリックします。 
 
 

４．ＳＩＭＡデータを出力する 
 
①  「SIMA データ入出力ウィザード」 画面から ［SIMA データ出力］を

選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「SIMA データ入出力ウィザード」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足    
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③ SIMA ファイルに書き出す座標データを「登録座標一覧」欄から選択し、

［追加］ボタンをクリックし「出力座標一覧」枠に追加します。 
 

［すべて追加］ボタンをクリックすると、「登録座標一覧」欄に

表示する全ての座標点を追加します。 
 

④ 作業が終了したら、［次へ］ボタンをクリックします。 
 

全座標の SIMA 出力を行わない場合は「出力しない」を選択

します。 
 

⑤ 「SIMA データ入出力ウィザード」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑥ 「IP 線」「中心線」の出力を行うデータに、チェックを入れます。 

 
⑦ ［次へ］ボタンをクリックします。 

 
全路線情報の SIMA 出力を行わない場合は「出力しない」を

選択します。 
 

⑧ 「SIMA データ入出力ウィザード」画面を表示します 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足    

  補 足    

  補 足    
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⑨  縦断データの出力データ種別を「現況データ（地盤高）」か「計画デー

タ（計画高）」から選択します。 
 

SIMA ファイルにはどちらかの情報のみが出力されます。 
 
 
⑩ ［次へ］ボタンをクリックします。 

 
全縦断情報の SIMA 出力を行わない場合は［出力しない］を

選択してください。 
 

「SIMA－横断データの設定」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑪ SIMA ファイルに書き出す横断測点を「登録測点一覧」欄から選択し、

［追加］ボタンをクリックします。 
 
⑫ 「出力測点一覧」欄に追加します。 
 
⑬ すべての選択の完了を確認し、［次へ］ボタンをクリックします。 

 
全横断測点の SIMA 出力を行わない場合は［出力しない］を

選択します。 
 

  補 足    

  補 足    

  補 足    
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「SIMA 出力－ファイル選択」画面を表示します。 

 
 

⑫ 保存する場所とファイル名を指定し、［保存］ボタンをクリックします。 
 
⑬ SIMA ファイルの作成を行い、指定した保存先に保存します。 

 
 

 

５．ＳＩＭＡデータ入出力ウィザードを終了する 
① 「SIMA データ入出力ウィザード」画面右下の［キャンセル］ボタンをク

リックします。 

 
 

② 土木BOOK に戻ります。 
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観観測測手手簿簿  
 

観測手簿は１器械点ごとの視準点観測データを元に観測平均値を自動計

算するソフトウェアです。計算結果を「手簿」として印刷します。入力方法は、

手入力の他に APA 観測値データから作成することが出来ます。 
 
 
 

１．観測手簿の操作の流れ 
 
 

グループ名の選択 

観測値の入力 

観測手簿 

印 刷 

終 了 
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２．観測手簿を起動する 
① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「土

木測量」＞「観測手簿」をクリックします。 

 
 
 

  補 足    
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③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

④ 「観測手簿（グループの選択）」を表示します。 

 
すでに「観測手簿」データ作成済みの場合は、グループ名を

複数表示します。 
 

⑤ 「観測手簿」を新規に起動した場合は、グループ名が「（新規作成）」の

ものを選択して、［選択］ボタンをクリックします。 
 

作成済みの「観測手簿」データを修正する場合は、作成済み

のグループ名を選択して［選択］ボタンをクリックします。 
 

⑥ 「グループの登録」画面を表示します。今から作成する観測手簿データ

の名称を「グループ名」欄に入力し、観測手簿の器械点名と観測条件

を選択し、［決定］ボタンをクリックします。 
 
 

 
 
 
 

 

  補 足    

  補 足    
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⑦ 「観測手簿」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．観測値を入力する 

① 「観測手簿」画面右上から、鉛直角の計算方式を選択します。 

 
② 視準点名を入力します。 

 
 
 
 

③ 水平角を入力します。 
④ 鉛直角を入力します。 

 
 

水平角、鉛直角ともに、度.分秒で入力します。入力後、表示

が変換されます。 
例）45.1236 → 45°12′36″ 

 
⑤ 測定距離（1）を入力します。 
⑥ 測定距離（2）を入力します。 
⑦ 目標高を入力します。 
⑧ 反射鏡定数を入力します。 

 

 

  補 足    
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４．器械点情報を入力する 
① 「観測手簿」画面のメニューから「環境設定」＞「器械点情報

入力」を選択します。 

 
 

② 器械点情報入力画面を表示します。 

 
 
 

５．平均値を計算する 
① 「観測手簿」画面のデータ入力後、画面下部にある［計算］ボタンをク

リックします。 
平均値が画面下部に表示されます。 

平均値
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６．観測結果を印刷する 
① 「観測値入力」画面下部にある［印刷プレビュー］ボタンをクリックしま

す。 
 

「観測手簿印刷」画面を表示します。 

 
 

② ［印刷］ボタンをクリックします。  
観測手簿を印刷します。 
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７．観測手簿を終了する 
① 「観測手簿－観測値入力」画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「終了確認」画面を表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「観測手簿（グループの選択）」画面に戻ります。 
先程入力した、観測手簿データがグループに追加されています。 
画面右下の［終了］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 「印刷メニュー」画面を表示します。 
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「印字項目選択」枠から、ページ番号と日付の表示を行うか設定を行い、

［OK］ボタンをクリックします。 

 
 
 

⑤ 土木BOOK に戻ります。 

プレビュー表示エリアに、入力したデータで作成した帳票を表示します。 
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CCAADD 製製図図基基準準にに則則っったた書書類類をを作作成成すするる  

１．「座標面積」以外でのＣＡＤ製図基準設定 
「座標一覧」・「IP 法線形計算」・「片押法線形計算」・「逆トラバース」・「トラバ

ース」・「逆幅杭計算」・「オフセット計算」・「隅切計算」・「幅杭計算」では、ソフ

トウェアの終了時に表示する、「印刷メニュー」画面から、CAD 製図基準に

対応させるための設定を行います。 
 

「用紙」タブ 
用紙に関する項目を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「CAD製図基準モードを設定する」欄 
すべての項目をCAD製図基準に沿って設定出来ます。 

「用紙サイズ」枠 
用紙サイズと用紙の方向を設定しま

す。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

サイズのみ選択出来ます。 

「輪郭線」枠 
輪郭線の表示/非表示、線幅、余白を

設定します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

余白のみ設定出来ます。 
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「表題欄」タブ 
表題欄に関する項目を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「CAD製図基準モードを設定する」欄 
すべての項目をCAD製図基準に沿って設定出来ます。 

「表題欄」枠 
表題欄の選択と、標題欄に表示する

文字を設定します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

標題欄のみ設定出来ます。 

「線幅一括設定」枠 
表などの線幅を設定します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

線幅を設定出来ます。 
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「レイヤ/文字」タブ 
レイヤ/文字に関する項目を設定します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「CAD製図基準モードを設定する」欄 
すべての項目をCAD製図基準に沿って設定出来ます。 

「文字」枠 
禁則文字の置換を行う場合は、チェ

ックを入れます。 

「レイヤ」枠 
帳票ファイルにレイヤ構成に沿って

作成することが出来ます。 
［工種選択］ボタンから使用するレ

イヤの工種を選択します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

レイヤ工種を選択出来ます。 
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２．「座標面積」のＣＡＤ製図基準設定 
「座標面積」では、ソフトウェア起動時、「座標面積」画面の右側にあるタブ

から、CAD 製図基準に対応させるための設定を行います。 
 

「用紙」タブ 
用紙に関する項目を設定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「CAD製図基準モードを設定する」欄 
すべての項目をCAD製図基準に沿って設定出来ます。 

「用紙サイズ」枠 
用紙サイズと用紙の方向を設定しま

す。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

サイズのみ選択出来ます。 

「輪郭線」枠 
輪郭線の表示/非表示、線幅、余白を

設定します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

余白のみ設定出来ます。 
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「表題欄」タブ 
表題欄に関する項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

「CAD製図基準モードを設定する」欄 
すべての項目をCAD製図基準に沿って設定出来ます。 

「表題欄」枠 
表題欄の選択と、標題欄に表示する

文字を設定します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

標題欄のみ設定出来ます。 



       
土木測量 

 

<189> 
 

 

 

「レイヤ/文字」タブ 
レイヤ/文字に関する項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「CAD製図基準モードを設定する」欄 
すべての項目をCAD製図基準に沿って設定出来ます。 

「レイヤ」枠 
帳票ファイルにレイヤ構成に沿って

作成することが出来ます。 
［工種選択］ボタンから使用するレ

イヤの工種を選択します。 
「CAD製図…」にチェックを入れる

と、CAD製図基準（案）に適合した

レイヤ工種を選択出来ます。 

「文字」枠 
禁則文字の置換を行う場合は、チェ

ックを入れます。 
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３．表題画面 
 

「表題文字変更」画面 
各 CAD 製図基準対応画面の「表題欄」枠の中で、［表題文字の変更］ボタ

ンをクリックすると表示します。 
この画面は、表題欄の表題（項目）名称を変更することが出来ます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「項目名称入力」枠 
表題欄の表題（項目）名称を「入力文字列」

欄に入力します。変更がない場合は、「項目

名」欄の文字を表示します。 

［既定の名称に戻す］ボタン 
「入力文字列」欄に入力した文字を、全て

「項目名」欄の文字に置き換えます。 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄し、元の画面に戻ります。 

［OK］ボタン 
変更を確定し、元の画面に戻ります。 
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「項目入力」画面 
各CAD 製図基準対応画面の「表題欄」枠の中で、［項目の入力］ボタンをク

リックすると表示します。 
この画面は、作成する帳票の表題欄に表示する文字を入力することが出来

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄し、元の画面に戻ります。 

［OK］ボタン 
変更を確定し、元の画面に戻ります。 

［ページ選択］ボタン 
［<<］［>>］ボタンをクリックすることで、

表題欄の入力ページを切り替えます。 
また、［▼］ボタンをクリックし、ページの

リストから選択することも出来ます。 

［全ページコピー設定画面］ボタン 
「全ページコピー」画面を表示しま

す。この画面で情報を入力すると、

全ての表題欄に同じ内容を表示する

ことが出来ます。 

「コピー項目選択」枠 
表題欄に表示する文字を入力しま

す。 
「図面番号」欄は、「表示形式」欄か

ら選択することで、ページの表記方

法を変更することが出来ます。 
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「全ページコピー」画面 
新規起動時、またはメニューバーの［ファイル］から［用紙設定］を選択する

と表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄し、元の画面に戻ります。 

［コピー開始］ボタン 
チェックを入れた項目に入力された内容

を、表題欄の全ページにコピーします。 

「コピー項目選択」枠 
表題欄の全ページに、右側の欄に入

力された内容をコピーする場合は、

左側のチェック欄にチェックを入れ

ます。 
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レレイイヤヤ設設定定ウウィィザザーードドのの画画面面ににつついいてて  

レイヤ設定ウィザードとは 
レイヤ設定ウィザードを使用すると、CAD 製図基準で設定されているレイ

ヤ構成に合わせて、自動的に各作図アイテムを出力します。事前協議で変

更された項目に合わせて、標準のレイヤ構成を編集することも出来ます。 
 

１．工種レイヤ画面 
「工種選択」画面 

［工種選択］ボタンをクリックすることにより、表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種選択 
工種のリストを表示します。

作成する図面にあった工種

を選択します。 

［次へ>>］ボタン 
「レイヤ一覧」画面へ進みます。 

［キャンセル］ボタン 
元の画面に戻ります。 

レイヤ構成 
選択した工種のレイヤ構成を

表示します。 
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「レイヤ一覧」画面 
「工種選択」画面で［次へ＞＞］ボタンをクリックすると表示されます。選択し

たレイヤ構成を編集出来ます。 
 

 

 

 

 

 

 

［次へ>>］ボタン 
「出力レイヤ設定」画面へ

進みます。 

［キャンセル］ボタン 
元の画面に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 
「レイヤー一覧」画面へ戻り

ます。 

［新規］ボタン 
レイヤを新規に作成します。 

［コピー］ボタン 
選択しているレイヤを複製し

たレイヤを作成します。 

［削除］ボタン 
選択しているレイヤを削除し

ます。 

責任主体 
レイヤの責任主体を選

択します。 
 
レイヤ名 
レイヤ名を編集します。 
 
別名 
レイヤ名の別名を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 
 
色 
レイヤに描画されるア

イテムの色を選択しま

す。レイヤ属性使用にチ

ェックが入っていない

と有効になりません。 
 
線種 
レイヤに描画されるア

イテムの線種を選択し

ます。レイヤ属性使用に

チェックが入っていな

いと有効になりません。 
 
メモ 
レイヤ名の説明を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 

レイヤ属性使用 
チェックを入れるとレイヤに設定

した色と線種を使用してアイテム

を描画します。 

入力 
レイヤの状態を編集します。 
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「工種の保存」画面 
「レイヤ一覧」画面でツールメニューのレイヤー構成の保存を選択すること

によって表示されます。編集したレイヤ構成を保存し、次の図面から保存し

たレイヤ構成を選択出来ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［保存］ボタン 
工種を保存し、元の画面に戻ります。 

［閉じる］ボタン 
元の画面に戻ります。 

［削除］ボタン 
選択したフォルダーや工種を削除します。選択

したフォルダー以下にサブフォルダーや工種

がある場合は、削除出来ません。 

［フォルダー作成］ボタン 
工種を整理するためのフォルダーを作成しま

す。 

工種名 
保存するレイヤ構成の工種

名を入力します。 

ユーザーデータ 
保存されているユーザーデ

ータを表示します。 
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「出力レイヤ設定」画面 
「レイヤ一覧」画面で［次へ＞＞］ボタンをクリックすると表示されます。アプ

リケーションで作図する１つ１つのアイテムをどのレイヤに出力するのかを

設定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［キャンセル］ボタン 
変更を破棄して、元の画面

に戻ります。 

［完了］ボタン 
変更を確定して、元の画面

に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 
「レイヤ一覧」画面に戻り

ます。 

［レイヤ選択］ボタン 
「出力先レイヤの選択」画面を表示

します。作図アイテムの出力先を変

更します。 

作図アイテム→出力先レイヤ選択 
作図アイテムの一覧と出力先レイヤを表

示します。 

選択されている工種 
選択されている工種の一覧を表示

します。 
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「出力先レイヤの選択」画面 
「出力先レイヤ設定」画面で［レイヤ選択］ボタンをクリックすると  表示さ

れます。作図アイテムを出力するレイヤを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［OK］ボタン 
変更を確定して、元の画面

に戻ります。 

［キャンセル］ボタン 
変更を破棄して、元の画面

に戻ります。 

出力先レイヤ 
出力先レイヤを選択します。 
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２．レイヤ設定ウィザードを操作する 
工種を選択する 

レイヤ設定ウィザードを起動して、作成する図面の工種を選択します。 
 
① 各CAD 製図基準対応画面の「レイヤ/文字」タブの中で、「レイヤ」枠の

中にある［工種選択］ボタンをクリックします。 
 

② 「工種選択」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「工種を選択してください」枠の「提供データ」フォルダか「ユーザーデ

ータ」フォルダから、使用する工種を選択します。 
 

④ 工種を選択すると、「選択された工種ファイルのレイヤ構成」枠内にレ

イヤ構成一覧を表示します。 
 

⑤ 選択した工種に間違いがなければ、画面下部の［次へ>>］ボタンをクリ

ックします。 
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⑥ 「レイヤ一覧」画面を表示します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［次へ>>］ボタン 
「出力レイヤ設定」画面へ

進みます。 

［キャンセル］ボタン 
元の画面に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 
「レイヤー一覧」画面へ戻り

ます。 

［新規］ボタン 
レイヤを新規に作成します。 

［コピー］ボタン 
選択しているレイヤを複製し

たレイヤを作成します。 

［削除］ボタン 
選択しているレイヤを削除し

ます。 

責任主体 
レイヤの責任主体を選

択します。 
 
レイヤ名 
レイヤ名を編集します。 
 
別名 
レイヤ名の別名を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 
 
色 
レイヤに描画されるア

イテムの色を選択しま

す。レイヤ属性使用にチ

ェックが入っていない

と有効になりません。 
 
線種 
レイヤに描画されるア

イテムの線種を選択し

ます。レイヤ属性使用に

チェックが入っていな

いと有効になりません。 
 
メモ 
レイヤ名の説明を入力

します。FWCAD の編

集時に使用出来ます。 

レイヤ属性使用 
チェックを入れるとレイヤに設定

した色と線種を使用してアイテム

を描画します。 

入力 
レイヤの状態を編集します。 
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使用するレイヤを編集する 
各レイヤの色や線種を設定します。 
「工種選択」画面で提供データを選択すると、CAD 製図基準で設定された

標準のレイヤ構成が読み込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 「レイヤ属性使用」欄のチェックを編集します。 

チェックをつけることにより、レイヤに設定した色と線種でアイテムが出力さ

れます。 

 
CAD 製図基準に対応した図面を作図する場合は、チェック

をつけます。 
 

② 「責任主体」欄から、責任主体を選択します。 
 

 

 
 

        責任主体は通常、施工を表す「C」を選択します。 
 

③ 「レイヤ名」欄にレイヤ名を入力します。 
 

 
 

  補 足    

  補 足    
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④ 「別名」欄、「メモ」欄に別名、メモを入力します。 
 

 
 

        別名、メモは FWCAD でレイヤ名とともに表示されます。 
 

⑤ 色を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 
⑥ 線種を選択します。 
 

 

 

 
⑦ 画面左下にある［新規］ボタン、または［コピー］ボタンをクリックして、

必要なレイヤを追加します。 
⑧ 不用なレイヤは、画面左下の［削除］ボタンをクリックして、削除しま

す。 
⑨ レイヤの順序を変更は、画面左下の［↑］ボタン、［↓］ボタンをクリック

します。 
 

⑩ 画面下部の［次へ>>］ボタンをクリックします。 
「出力レイヤ設定」画面を表示します。 

 

  補 足    
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出力レイヤを設定する 
「出レイヤ設定」画面で、書類に作図する各アイテムを、どのレイヤに出力

するかを設定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 
① 「作図アイテム→出力先レイヤ選択」枠から、出力レイヤを変更したい

作図アイテムを選択します。 
 

 

 

 

 

 
② 画面下部にある［レイヤ選択］ボタンをクリックします。 

「出力先レイヤの選択」画面を表示します。 

出力先レイヤを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
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③ 「出力先レイヤ設定」画面に戻ります。 
 

④  他のレイヤについても同様の設定を行う場合は、①～③の作業を繰

り返します。 
 

⑤  作業終了後、「出力先レイヤ設定」画面の下部にある［完了］ボタンを

クリックします。 
 

⑥ 設定が完了し、元の画面に戻ります。 
ソフトウェアを終了すると、設定したレイヤに沿って書類を作成します。 
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